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『
腐

自虫

論

丸

尾

戸江.

吊

喜

目

次

は
じ
め
に

一
、
『
腐
蝕
』
の
成
立

二
、
現
実
暴
露
の
文
学

三
、
越
恵
明
の
形
象
そ
の
一

四
、
趨
恵
明
の
形
象
そ
の
二
(
補
説
)

五
、
越
恵
明
の
形
象
そ
の
三

お
わ
り
に
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t土

じ

め

一
九
四
五
年
八
月
、

た
。
こ
の
八
年
間
の
抗
戦
は
、
中
国
人
民
に
と
っ
て
、
基
本
的
に
つ
ぎ
の
二
つ
の
闘
争
を
意
味
し
て
い
た
。

八
年
間
に
お
よ
ぶ
日
中
戦
争
(
正
確
に
は
十
五
年
間
と
い
う
べ
き
だ
が
)

は
、
日
本
の
敗
北
に
よ
っ
て
終
わ
り
を
告
げ

北
大
文
学
部
紀
要



=官

腐

蝕
L司

出

員同

付
一
切
の
帝
国
主
義
の
侵
略
か
ら
の
脱
却
(
抗
日
戦
期
の
課
題
と
し
て
、
日
本
帝
国
主
義
の
侵
略
の
排
除
)
O

。
民
主
政
治
の
獲
得
(
封
建
勢
力
と
買
弁
階
級
の
人
民
に
対
す
る
圧
迫
の
排
除
)
0

し
た
が
っ
て
、
こ
の
た
た
か
い
は
、
抗
日
戦
の
勝
利
後
も
、

さ
ら
に
四
年
間
ひ
き
つ
づ
い
て
た
た
か
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
多
く
の
中
国
の
文
学
者
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
の
二
つ
の
民
族
的
課
題
は
、
そ
の
ま
ま
明
確
に
自
ら
の
文
学
的
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ

マ
オ
ト
ン

た
(
茅
盾
「
八
年
来
文
翠
工
作
的
成
果
及
傾
向
」
〕
O

そ
の
こ
と
が
抗
戦
期
の
中
国
文
学
の
発
展
を
さ
さ
え
た
。
戦
後
、

わ
た
し
た
ち
日
本
人
の

目
の
前
に
、
戦
時
中
の
中
国
文
学
が
よ
う
や
く
そ
の
姿
を
見
せ
は
じ
め
た
と
き
、

そ
れ
は
お
ど
ろ
き
を
も
っ
て
む
か
え
ら
れ
た
。
竹
内
好

氏
は
一
九
四
八
年
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
私
は
戦
争
が
中
国
文
学
を
荒
廃
さ
せ
る
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。
じ
っ
さ
い
中
国
が
受
け
た
戦
禍
は
日
本
の
何
倍
も
ひ
ど
か
っ
た
の
だ

か
ら
。
と
こ
ろ
が
、
戦
争
を
へ
た
中
国
文
学
は
意
外
に
も
み
ず
み
ず
し
く
な
り
、
あ
き
れ
か
え
る
ほ
ど
芸
術
的
に
な
っ
た
。
戦
争
が
人

(
l
)
 

聞
の
魂
を
深
め
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
私
は
は
じ
め
て
知
っ
た
o
」

マ
オ
ト
シ

ま
た
、
茅
盾
の
は
た
ら
き
に
ふ
れ
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
も
い
っ
て
い
る
o

つhMCU
 

で
文
学
の
発
展
と
民
族
の
進
歩
を
一
致
さ
せ
る
方
向
を
守
っ
た
の
は
、

「
抗
日
戦
争
の
初
期
に
復
活
し
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
文
学
化
の
傾
向
を
排
斥
し
、
他
面
、
通
敵
と
妥
協
の
有
閑
文
学
を
粉
砕
し
、
あ
く
ま

か
れ
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
レ
プ
リ
ズ
ム
の
伝
統
で
あ
っ
た
。
」

茅
盾
の
長
編
小
説
『
腐
蝕
』
を
対
象
と
す
る
小
論
の
意
図
も
、
抗
戦
期
に
お
け
る
中
国
文
学
の
発
展
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に

あ
る
。
竹
内
氏
の
い
う
「
文
学
の
発
展
と
民
族
の
進
歩
を
一
致
さ
せ
る
方
向
」
が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
に
追
求
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な

達
成
を
み
た
の
か
、
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
『
腐
蝕
』
の
検
討
を
こ
こ
ろ
み
る
こ
と
が
小
論
の
目
標
で
あ
る
o



一
、
『
腐

告虫
[h， 

の

成

立

日
中
戦
争
は
、

一
九
三
七
年
七
月
に
は
じ
ま
っ
た
。
八
月
十
三
日
、

日
本
軍
は
上
海
に
進
攻
し
た
。
十
一
月
、

八
十
数
日
の
激
戦
の
末

に
上
海
は
陥
落
し
た
。
茅
盾
は
上
海
を
離
れ
て
香
港
へ
む
か
い
、
さ
ら
に
長
沙
を
経
て
武
漢
へ
行
っ
た
。
生
活
室
田
陪
の
計
画
し
た
新
し
い

サ

1
コ
ン
リ
ヤ
オ

文
芸
雑
誌
(
『
文
芸
陣
地
』
)
の
主
編
に
招
か
れ
、
翌
三
八
年
二
月
に
広
州
に
移
っ
た
。
だ
が
、
薩
空
了
に
請
わ
れ
て
、

当
時
香
港
で
復
刊

の
準
備
中
で
あ
っ
た
新
聞
『
立
報
』
の
副
刊
『
言
林
』
の
主
編
を
兼
ね
る
こ
と
に
な
り
、
香
港
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
。
広
州
へ
は
月
に

二
度
お
も
む
い
て
『
文
芸
陣
地
』
(
半
月
刊
)

の
編
集
に
あ
た
っ
た
。
同
誌
の
創
刊
号
は
、

四
月
十
六
日
に
発
行
さ
れ
た
。
こ
れ
よ
り
さ
き

三
月
二
十
七
日
に
、
文
学
者
た
ち
の
抗
日
統
一
戦
線
の
組
織
i
l
l
「
中
華
全
国
文
芸
界
抗
敵
協
会
」
(
文
協
)
が
、
武
漢
に
お
い
て
正
式
に

-63 -

成
立
し
、
茅
盾
は
理
事
に
選
ば
れ
た
。
『
言
林
」
の
た
め
に
長
編
小
説
『
第
一
階
段
的
故
事
』
(
原
題
は
『
慨
往
明
里
胞
』
)
の
連
載
を
は
じ
め

た
。
前
半
は
上
海
戦
争
を
、
後
半
は
上
海
陥
落
後
の
武
漢
を
舞
台
に
、

さ
ま
ざ
ま
の
階
級
の
人
物
を
配
し
て
、
各
人
の
選
択
と
帰
趨
を
追

究
す
る
と
い
う
雄
大
な
構
想
の
作
品
で
あ
っ
た
が
、
準
備
不
足
の
た
め
途
中
で
連
載
の
継
続
に
苦
し
み
、

八
カ
月
後
、
前
半
を
過
ぎ
た
と

こ
ろ
で
執
筆
は
う
ち
き
ら
れ
た
。
ト
ウ
チ
ユ
ン
ユ
ア
ン

一
九
三
八
年
十
二
月
、
茅
盾
は
杜
重
遠
の
要
請
に
こ
た
え
て
、

ウ
ル
ム
チ
の
新
彊
学
院
文
学
院
院
長
に
就
任
す
る
た
め
香
港
を
離
れ

た
。
そ
の
間
十
月
二
十
一
日
に
広
州
、
二
十
五
日
に
武
漢
が
陥
落
し
、
抗
日
戦
は
新
し
い
局
面
を
む
か
え
て
い
た
。
『
文
芸
陣
地
』
は
発

行
地
を
呑
港
に
移
し
、
編
集
は
楼
適
夷
に
ひ
き
つ
が
れ
た
。
茅
盾
が
香
港
を
発
っ
て
海
路
ハ
イ
フ
ォ
ン
に
む
か
つ
た
十
二
月
二
十
日
の
二

ワ
シ
チ
ン
ウ
ェ
イ

日
前
、
在
精
衛
(
国
民
党
副
総
裁
)
は
重
慶
か
ら
空
路
ハ
ノ
イ
へ
飛
び
、
日
本
側
に
投
降
し
た
。

茅
盾
は
、

ハ
ノ
イ
か
ら
昆
明
へ
む
か
い
、
昆
明
か
ら
空
路
蘭
州
(
甘
粛
省
)
に
飛
び
(
一
二
九
年
一
月
)
、

そ
こ
で
四
十
数
日
間
滞
在
し
た
の

北
大
文
学
部
紀
要



ロ=司

腐

蝕
lk:. 

自命

ち
、
新
彊
に
は
い
っ
た
。
か
れ
が
新
彊
に
お
も
む
い
た
の
は
、
香
港
で
は
文
筆
で
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ
た
た
め
で
あ

シ
a
ン
シ
1

V
ア
イ

当
時
新
彊
が
、
省
主
席
盛
世
才
の
「
親
ソ
連
共
」
政
策
の
も
と
で
、

る
と
い
う
o
A
V
戸

-

守

、

品

、

ふ
れ
品

μ

つ
ぎ
の
よ
う
な
実
況
を
呈
し
て
い
た
こ
と

も

一
つ
の
重
要
な
理
由
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
o

か
ぬ
、 「
新
彊
は
、
日
本
の
中
国
侵
略
に
際
し
て
、
立
派
に
祖
国
に
対
す
る
責
務
を
果
た
し
て
い
た
o

と
い
う
の
は
敵
に
と
っ
て
手
の
と
ど

は
る
か
に
彼
方
に
位
置
し
て
い
る
の
で
、
新
彊
は
中
国
に
と
っ
て
重
要
な
後
方
基
地
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
五
年
足
ら
ず
の

聞
に
、
中
国
本
土
の
こ
の
遠
い
片
隅
に
は
、

い
く
つ
も
の
油
田
、

鉱
山
、

工
場
が
建
設
さ
れ
た
」
(
フ
ェ
ド
レ
ン
コ
著
、
木
村
浩
訳
『
新
中

国
の
芸
術
家
た
ち
』
朝
日
新
聞
社
)

0

ウ
ル
ム
チ
で
は
、
多
数
の
ソ
ビ
エ
ト
人
技
術
者
が
仕
事
を
し
て
い
た
。
そ
こ
で
の
文
化
活
動
が
か
な
り
活
発
で
あ
っ
た
こ
と
も
、

フ
ェ

ド
レ

γ
コ
の
記
述
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
o

茅
盾
は
教
職
の
か
た
わ
ら
、
文
化
協
会
の
責
任
者
!
と
し
て
は
た
ら
い
た
。
し
か
し
、
盛
世

ーて 64 ~ 

才
は
実
質
的
に
は
猪
疑
心
の
つ
よ
い
独
裁
的
な
軍
閥
政
治
家
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
内
政
の
実
質
も
特
務
政
治
で
あ
っ
た
た
め
、
盛
の
率
直
な

友
人
で
あ
っ
た
杜
重
遠
(
当
時
新
彊
学
院
院
長
)
は
、
か
え
っ
て
そ
の
疑
惑
を
招
く
こ
と
に
な
り
、
四

O
年
五
月
末
(
ま
た
は
六
月
初
め
〉
「
漢

好
」
と
い
う
事
実
無
根
の
罪
名
(
盛
が
「
反
ソ
反
共
」
に
転
じ
た
の
ち
は
「
共
産
党
員
」
と
い
う
罪
名
に
か
わ
っ
た
)
に
よ
っ
て
投
獄
さ
れ
、
数
年
後

に
獄
死
し
た
。
茅
盾
が
ウ
ル
ム
チ
を
離
れ
た
の
は
、
杜
の
投
獄
の
直
前
で
あ
っ
た
が
、

(
4
)
 

係
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
o

そ
れ
も
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
事
態
の
経
過
と
無
関

ち
、
十
月
延
安
を
離
れ
て
南
下
し
た
。
ま
ず
西
安
に
出
て
、
宝
鶏
・
広
元
を
経
て
、

一
九
四

O
年
五
月
に
ウ
ル
ム
チ
を
発
っ
た
茅
盾
は
、
そ
こ
か
ら
延
安
へ
む
か
い
、
数
カ
月
滞
在
し
て
魯
迅
芸
術
学
院
で
講
義
を
し
た
の

『
西
北
見
聞
記
戸
の
中
の
数

重
慶
に
い
た
る
旅
は
、

篇
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
散
文
集
に
収
め
ら
れ
た
文
章
の
多
く
は
、

四
一
年
の
春
に
執
筆
さ
れ
た
。

軽
快
な
タ
ッ
チ
と
硬
質
の
文
体



で
、
西
北
大
後
一
九
の
戦
時
下
の
混
乱
と
頚
廃
、
物
価
の
高
騰
に
悩
む
人
民
の
生
活
を
描
い
て
、
強
靭
な
批
判
精
神
の
横
溢
し
た
す
ぐ
れ
た

作
品
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
検
閲
へ
の
顧
慮
の
た
め
ぼ
か
さ
れ
た
部
分
も
多
く
、
そ
れ
で
も
な
お
重
要
部
分
の
削
除
を
免
れ

そ
の
中
で
ひ
と
き
わ
光
彩
あ
ざ
や
か
な
一
章
が
、
「
白
楊
礼
讃
」
(
一
九
四
一
年
三
月
執
筆
)
で
あ
る
。

重
慶
で
書
か
れ
た
「
風
景
談
」
と
と
も
に
、
風
景
描
写
に
託
し
つ
つ
、
解
放
区
人
民
の
活
気
に
満
ち
た
労
働
生
活
と
抗
日
戦
を
さ
さ
え
る

素
朴
・
堅
忍
・
向
上
の
精
神
と
を
た
た
え
た
美
し
い
「
讃
歌
」
で
あ
る
o

ハ

ン

ト

!

チ

ン

チ

ェ

ン

イ

1

茅
盾
が
延
安
を
離
れ
る
こ
ろ
、
江
蘇
省
主
席
韓
徳
勤
の
ひ
き
い
る
国
民
党
軍
が
、
江
蘇
北
部
に
あ
っ
た
新
四
寧
陳
毅
支
隊
を
武
力
攻

撃
す
る
と
い
う
「
蘇
北
事
件
」
が
発
生
し
た
(
十
月
十
四
日
)
o

い
わ
ゆ
る
「
第
二
次
反
共
高
潮
」
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
o

茅
盾
が
重
慶
に

着
い
た
の
は
四

O
年
初
冬
で
あ
っ
た
が
、
共
産
党
は
合
法
闘
争
の
一
つ
と
し
て
、
当
時
反
動
派
の
妨
害
と
弾
圧
の
た
め
停
刊
状
態
に
あ
っ

た
『
文
芸
陣
地
』
の
復
刊
を
援
助
す
る
計
画
を
た
て
、
茅
盾
の
同
意
を
得
て
そ
の
仕
事
に
と
り
か
か
っ
た
。
か
れ
の
身
体
の
不
調
と
他
の

工
作
の
つ
ご
う
で
、
単
独
で
編
集
に
あ
た
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ
た
た
め
、
七
名
か
ら
な
る
編
集
委
員
会
が
つ
く
ら
れ
た
。
復
刊
第
一

イ
ェ
テ
ィ
ン
シ
ア
ン
イ
ン

一
月
四
日
に
葉
挺
、
項
英
の
指
揮
す
る
新
四
軍
九
千
人
の
部

な
か
っ
た
が
、

一
九
四

O
年
十
二
月

戸

Dno 

号
(
六
巻
一
期
)
は
一
九
四
一
年
一
月
十
日
に
発
刊
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、

グ
1
チ
ュ

1
ト
ン

隊
が
、
顧
祝
同
の
ひ
き
い
る
国
民
党
軍
八
万
余
に
包
囲
攻
撃
さ
れ
、

十
四
日
に
、

わ
ず
か
一
千
人
が
包
囲
を
突
破
し
た
の
み
で
、
大
部

分
が
戦
死
を
遂
げ
る
と
い
う
衝
撃
的
な
事
件
が
、
安
徽
省
南
部
で
お
こ
っ
た
(
「
院
南
事
変
」
)
0

各
地
で
反
動
派
に
よ
る
弾
圧
事
件
が
多
発

し
、
抗
日
統
一
戦
線
は
も
っ
と
も
重
大
な
危
機
に
直
面
し
た
。

「
院
南
事
変
」

の
報
道
は
厳
重
な
管
制
を
受
け
て
禁
止
さ
れ
、
十
七
日
の

『
新
華
日
報
』
(
重
慶
で
発
行
さ
れ
た
共
産
党
機
関
紙
)
は
、
事
変
に
関
す
る
社
論
全
文
の
削
除
を
受
け
、
わ
ず
か
に
題
詩
の
み
を
の
こ
し
て
発

チ
ョ
ウ
エ
シ
ラ
イ

行
さ
れ
た
。
題
詩
は
周
思
来
の
手
に
な
る
四
言
の
詩
で
、
「
為
江
南
死
難
者
誌
京
、
「
千
古
奇
宜
、
江
南
一
葉
、
同
室
操
文
、
相
煎
何
急
』
」

か

な

し

み

し

る

き

え

ん

ほ

ζ

と

に

(
「
江
南
の
死
難
者
の
為
に
哀
を
誌
す
、
『
千
古
の
奇
需
品
、
江
南
の
一
葉
、
同
室
文
を
操
る
、
相
煎
る
こ
と
何
ぞ
急
な
る
』
」
)
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

北
大
文
学
部
紀
要



9 

腐

蝕
b 

2命

ム
ー
シ
ン

穆
欣
の
「
新
聞
界
大
事
記
要
」

に
よ
る
と
、

多
数
の
労
働
者
、

学
生
が
こ
の
紙
面
に
対
し
て
痛
突
し
、

当
日
の
発
行
部
数
は
五
倍
に
ふ

〉え、

一
角
の
も
の
が
つ
い
に
三
十
元
に
値
上
が
り
す
る
ほ
ど
の
奪
い
あ
い
で
あ
っ
た
と
い
う
(
こ
う
し
た
事
実
は
『
腐
蝕
』
一
月
十
九
日
の
章
に

そ
の
ま
ま
描
か
れ
て
い
る
)

0

一
つ
に
は
「
実
力
を
温
存
」
す
る
た
め
、
一
つ
に
は

「
国
民
党
反
動
派
に
対
す
る
抗
議
を
表
明
」
す
る
た
め
延
安
行
き
と
香
港
行
き
の
こ
手
に
分
か
れ
て
重
慶
を
離
れ
た
。
郷
諮
奮
は
、
「
院

重
慶
に
い
た
文
化
工
作
者
た
ち
の
多
く
は
、
言
論
弾
圧
が
つ
よ
ま
る
と
と
も
に
、

南
事
変
」
と
各
地
の
生
活
書
百
五
十
余
カ
所
の
封
鎖
に
憤
っ
て
、
二
月
桂
林
を
経
て
香
港
に
飛
び
、
途
中
電
報
で
国
民
参
政
員
の
辞
任
を

通
告
、
は
げ
し
く
反
動
派
の
「
逆
コ
ー
ス
」
に
抗
議
し
た
。
茅
盾
も
同
日
、
変
装
、
変
名
の
上
桂
林
に
の
が
れ
、
さ
ら
に
空
路
香
港
へ
む
か

プ
ア
ン
チ
ャ
ン
チ
ア
ン
フ

1
シ
ヨ
ン

っ
た
。
同
様
に
「
第
二
の
戦
場
」
を
聞
く
た
め
に
香
港
に
移
っ
た
文
化
人
に
活
長
江
、
胡
縄
ら
が
あ
り
、
ま
た
『
文
芸
陣
地
』
編
集

シ
ャ
1
テ

ィ

ン

沙

ア

オ

チ

ン

ホ

ア

ソ

ン

チ

1
テ

イ

チ

ャ

ン

ミ

シ

イ

エ

イ

1
チ
ユ
シ

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
も
、
沙
汀
、
曹
靖
華
が
別
の
任
務
で
重
慶
に
の
こ
っ
た
ほ
か
は
、
宋
之
的
、
章
浪
、
葉
以
群
ら
が
そ
れ
ぞ
れ

秘
密
裡
に
同
地
に
お
も
む
い
た
o
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一
九
四
一
年
五
月
十
九
日
、
郷
轄
奮
主
編
の
「
大
衆
生
活
』
(
週
刊
)
が
香
港
で
復
刊
さ
れ
た
。
茅
盾
も
編
集
委
員
会
に
参
加
、
創
刊
号

か
ら
長
篇
小
説
『
腐
蝕
』
を
連
載
し
た
。
同
月
二
十
九
日
に
、
茅
盾
は
、
郷
轄
奮
、
活
長
江
ら
九
人
と
の
連
名
で
、
国
民
党
の
対
日
投
降
、

妥
協
の
傾
向
と
文
化
事
業
に
対
す
る
残
酷
な
迫
害
と
に
抗
議
す
る
文
書
(
「
我
例
対
子
園
事
的
態
度
和
主
張
」
〉
を
発
表
し
た
。
九
月
一
日
、
茅

盾
主
編
の
『
筆
談
』
(
半
月
刊
)
が
創
刊
さ
れ
、
両
誌
の
売
行
き
も
順
調
に
の
び
、

香
港
は
着
々
と
「
第
二
の
戦
場
」
の
役
割
を
果
た
し
つ

つ
あ
っ
た
。
『
腐
蝕
』
は
大
き
な
関
心
と
共
感
を
あ
つ
め
、

途
中
読
者
の
要
望
に
よ
っ
て
当
初
の
構
想
を
変
更
し
、

現
在
わ
た
し
た
ち
が

見
る
と
お
り
に
後
半
部
を
つ
け
た
し
て
、
半
年
間
の
連
載
を
終
わ
り
、
十
月
に
単
行
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

一
九
四
一
年
十
二
月
八
日
、
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
し
た
。
十
八
日
、

日
本
軍
が
香
港
に
上
陸
し
た
。
翌
四
二
年
一
月
九
日
、
茅
盾
夫
妻



t土、

東
江
遊
撃
隊
の
援
助
の
も
と
に
封
鎖
線
を
突
破
し
て
九
龍
に
わ
た
り
、

恵
陽
ま
で
送
ら
れ
た
の
ち
桂
林
へ
行
っ
た
(
桂
林
到
着
は

月)。

」
の
と
き
、
東
江
遊
撃
隊
の
手
で
本
土
へ
送
ら
れ
た
文
化
人
、

外
国
人
は
前
後
数
千
人
に
お
よ
ん
だ
。
茅
盾
は
桂
林
に
九
カ
月
滞

在
し
て
、
『
劫
後
拾
遺
』
、

『
霜
葉
紅
似
二
月
花
』
な
ど
を
執
筆
、
そ
の
後
重
慶
に
移
っ
た
。
抗
日
戦
の
終
わ
る
ま
で
重
慶
に
住
ん
だ
。

九
四
五
年
は
じ
め
て
戯
曲
を
こ
こ
ろ
み
、

『
清
明
前
後
』
(
五
幕
)
を
完
成
さ
せ
た
。
抗
日
戦
の
勝
利
は
目
前
に
あ
っ
た
が
、

」
の
作
品
は

す
で
に
新
し
い
た
た
か
い
の
序
曲
を
、
怒
り
を
こ
め
て
吹
き
な
ら
し
て
い
た
。

二
、
現
実
暴
露
の
文
学

で
よ
ば
れ
て
い
る
o

中
国
に
も
大
政
翼
賛
会
的
な
文
学
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
ら
は
「
特
務
文
学
」
と
い
う
は
な
は
だ
光
栄
あ
る
名
称

一
例
を
あ
げ
れ
ば
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

あ
る
特
務
工
作
員
が
死
ん
だ
あ
と
、

そ
の
妻
が
夫
の
意
志
を
継
い
で
特
務
に
な
る
。

だ
が
正
式
の
特
務
と
な
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
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作
を
つ
づ
け
、

ぃ
。
彼
女
は
特
務
機
関
の
た
め
に
多
く
の
仕
事
を
し
と
げ
る
が
、
す
べ
て
外
郭
的
な
仕
事
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
で
も
く
じ
け
ず
に
特
務
工

ホ
1
チ
ー
フ
ァ
ン

つ
い
に
肉
体
を
漢
好
と
日
本
軍
人
に
献
げ
て
任
務
を
全
う
す
る
。

1
1
i
何
其
芳
は
は
げ
し
い
口
調
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
o

「
こ
の
特
務
文
学
の
作
者
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
人
生
観
を
宣
伝
し
て
い
る
の
だ
|
|
特
務
は
現
代
の
『
英
雄
』

ら
人
生
の
『
最
高
の
理
想
』
は
特
務
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、
だ
か
ら
肉
体
を
漢
好
と
日
本
の
フ
ァ
シ
ス
ト
に
与
え
る
こ
と
も
『
英
雄
』
的

で
あ
る
。

ご
-
ミ

ふ
れ
'
刀

な
行
為
で
あ
る
。
そ
の
芸
術
観
も
明
白
で
あ
る
|
|
ど
ん
な
に
破
廉
恥
な
書
き
か
た
を
し
て
も
よ
い
、
ど
ん
な
に
現
実
を
歪
め
読
者
を
欺

い
て
も
よ
い
、
特
務
と
そ
の
主
人
た
ち
の
お
役
に
立
ち
さ
え
す
れ
ば
と
い
う
の
だ
。
知
識
分
子
は
こ
こ
ま
で
堕
落
す
る
こ
と
も
で
き
、
文

(
9
)
 

芸
も
こ
れ
ほ
ど
ま
で
堕
落
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
/
」

北
大
文
学
部
紀
要
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腐

自

論

「
院
南
事
変
」
以
後
、
国
民
党
統
治
区
で
は
、
作
家
た
ち
の
創
作
の
自
由
が
極
端
に
制
限
さ
れ
、
「
集
中
営
」
(
政
治
犯
収
容
所
)
の
入
口

だ
け
が
ひ
ろ
く
聞
か
れ
た
。
顕
揚
だ
け
を
認
め
暴
露
を
許
さ
な
い
当
局
の
文
芸
政
策
は
、
作
家
た
ち
に
つ
ぎ
の
三
者
択
一
を
せ
ま
っ
て
い

た
の
だ
っ
た
。
目
を
閉
じ
て
れ
ノ
ヤ
を
つ
く
か
(
「
特
務
文
学
」
な
ど
)
、
現
実
を
回
避
す
る
か
(
芸
術
至
上
主
義
、
「
文
芸
と
抗
戦
無
関
係
論
」
な
四
一
、

筆
を
捨
て
て
沈
黙
す
る
か
。
だ
が
「
五
四
」
以
来
の
伝
統
を
ひ
き
つ
い
で
、
作
家
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
た
た
か
い
か
た
を
こ
こ
ろ
み
た
。

そ
の
代
表
的
な
成
果
が
、
郭
沫
若
の
戯
曲
『
屈
原
』
(
一
九
四
二
年
)
で
あ
る
o

ふ
た
た
び
何
其
芳
の
こ
と
ば
を
借
り
よ
う
o

「
分
裂
と
逆
流

の
暗
影
が
重
苦
し
く
中
国
の
大
地
と
中
国
人
民
の
心
を
圧
し
て
い
た
。
し
か
し
当
時
の
大
後
方
の
人
民
に
は
ま
だ
今
日
(
一
九
四
六
年
1

1

引
用
者
〉
ほ
ど
の
条
件
が
な
く
、
今
日
の
よ
う
に
広
範
に

『
内
戦
反
対
』

の
叫
び
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
叫
び
と
憤
怒

は
、
よ
う
や
く
少
数
の
代
表
者
を
さ
が
し
あ
て
て
、
屈
折
し
た
方
式
で
表
現
さ
れ
た
o
」
「
眼
前
の
現
実
に
対
し
て
、
中
国
の
ゲ
ヅ
ベ
ル
ス

作
家
た
ち
は
や
む
を
得
ず
迫
ら
れ
て
歴
史
を
書
い
た
。
」

の
徒
し
か
発
言
権
を
も
た
な
い
と
き
、

現
実
が
作
家
に
強
い
た
こ
の
よ
う
な
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た
た
か
い
か
た
が
、
民
族
的
な
憤
怒
と
作
家
の
資
質
や
蓄
積
と
を
十
分
に
結
び
つ
け
て
、

一
つ
の
み
ご
と
な
開
花
を
み
せ
て
い
る
と
こ
ろ

に
、
『
屈
原
』
の
芸
術
と
し
て
の
み
ず
み
ず
し
さ
が
あ
る
。

テ
ィ
ン
ィ
ー

た
と
え
ば
丁
易
の
『
明
代
特
務
政
治
』
(
執
筆
一
九
四
五
l
四
九
円
)
も
同
様
の
た
た
か
い
の
産
物
で
あ
っ
た
。

社
会
科
学
の
分
野
で
は
、

か
れ
も
い
よ
い
よ
猫
板
を
き
わ
め
る
国
民
党
特
務
の
罪
行
を
、
公
然
と
攻
撃
し
よ
う
と
し
て
果
た
せ
ず
、
そ
の
た
め
特
務
の
も
っ
と
も
凶

暴
に
横
行
し
た
明
代
に
注
目
し
、
こ
の
実
証
的
で
戦
闘
的
な
論
文
を
書
き
つ
づ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
『
腐
蝕
』
の
場
合
は
、

イ
ギ
リ
ス
植
民
地
の
香
港
で
執
筆
、
発
表
さ
れ
た
た
め
、

そ
れ
が
本
土
へ
の
普
及
を
も
め
ざ
す
か
ぎ

り
言
論
の
弾
圧
を
ま
っ
た
く
顧
慮
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
も
、

か
な
り
の
自
由
の
も
と
で
、
国
民
党
の
暗
黒
政
治

に
正
面
か
ら
相
対
す
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
o

中
国
に
お
け
る
『
腐
蝕
』
の
評
価
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
ち
が
い
は
あ
っ



て
も
、
国
民
党
の
暗
黒
政
治
の
「
暴
露
」
が
作
品
の
主
題
で
る
り
、
作
者
の
第
一
の
意
図
で
あ
る
と
す
る
こ
と
で
は
、
す
べ
て
一
致
し
て

い
る
o

そ
れ
ら
を
総
合
し
た
一
評
価
を
あ
げ
れ
ば
、

っ
、
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
(
『
腐
蝕
』
は
|
|
引
用
者
〉
国
民
党
の
ひ
き
お
こ
し
た
第
二
次
反
共
高
潮
(
「
臨
南
事
変
」
)
を
背
景
に
し
て
、

の
高
い
臨
時
首
都
重
慶
の
醜
悪
な
面
貌
を

切
り
ひ
ら
き
、
国
民
党
フ
ァ
シ
ズ
ム
支
配
の
核
心
部
分
|
|
特
務
機
関
の
血
な
ま
ぐ
さ
い
罪
行
を
明
る
み
に
ひ
き
だ
し
た
o
」

国
民
党
反
動
派
の
反
共
的
、

た
。
鋭
利
な
刃
の
ご
と
く
、
作
者
は
『
平
和
な
光
景
』
に
満
ち
た
、

の
血
な
ま
ぐ
さ
い
罪
悪
を
あ
ば
き
、

反
人
民
的
な
、

大
後
方
の
国
民
党
支
配

漢
好
と
結
託
し
た
売
国
的
な
陰
謀
を
え
ぐ
り
出
し

『
救
国
抗
日
の
呼
声
』

「
核
心
(
部
分
)
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
わ
た
し
の
見
た
か
ぎ
り
で
は
さ
き
に
述
べ
た
丁
易
の
『
中
国
新
文
学
史
略
』
(
一
九
五
五
年
。
作
家

出
版
社
〉
で
は
じ
め
て
用
い
ら
れ
、
以
後
ほ
と
ん
ど
踏
襲
さ
れ
て
い
る
o

自
然
な
こ
と
で
あ
る
し
、
「
文
協
」
成
立
時
以
来
の
か
れ
の
理
論
、

茅
盾
の
主
観
的
意
図
が
第
一
に
こ
の
「
暴
露
」
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
定
す
る
こ
と
は
、
前
述
し
た
か
れ
の
閲
歴
か
ら
も
あ
る
程
度

批
評
活
動
か
ら
考
え
て
も
十
分
根
拠
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
o
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し
た
が

っ
て
、

わ
た
し
自
身
も
こ
の
点
で
は
中
国
に
お
け
る
現
在
ま
で
の
-
評
価
の
趨
勢
に
特
に
異
論
を
さ
し
は
さ
む
つ
も
り
は
な
い
o

理
論
、
批

評
活
動
に
つ
い
て
は
あ
と
で
ふ
れ
る
こ
と
に
し
て
、
ま
ず
こ
の
「
暴
露
」
の
方
法
と
内
容
と
を
簡
単
に
検
討
し
て
お
こ
う
o

チ
ヤ
オ
ホ
エ
ミ
シ

『
腐
蝕
』
は
、
越
恵
明
と
い
う
女
性
の
特
務
工
作
員
の
日
記
の
体
裁
を
と
っ
て
い
る
。

一
九
四

O
年
の
九
月
十
五
日
か
ら
翌
四
一
年

の
二
月
十
日
ま
で
、
断
続
的
に
つ
け
ら
れ
た
五
十
二
日
分
の
日
記
の
す
べ
て
に
日
付
が
記
さ
れ
て
い
る
。
途
中
十
二
月
三
十
日
の
章
を
境

に
前
半
と
後
半
と
に
分
か
れ
、
そ
こ
で
舞
台
は
趨
恵
明
の
転
勤
に
し
た
が
っ
て
重
慶
市
内
か
ら
近
郊
の
「
大
学
区
」
に
移
動
す
る
。
ス
ト

チ

ェ

シ

シ

ヤ

オ

ロ

ン

か

い

ら

い

ー
リ

l
は
、
前
半
で
は
、
付
趨
恵
明
と
特
務
工
作
員
た
ち
(
重
慶
政
府
側
の
特
務
H
R
主
任
・
陳
秘
書
・

G
・
小
怒
・
F
な
ど
。
南
京
健
備
政
府
側

ス

ン

ジ

ョ

ン

シ

ュ

ン

イ

シ

シ

ヤ

オ

チ

ヤ

オ

の
特
務
H

松
生
・
舜
英
。
舜
英
は
恵
明
の
学
校
時
代
の
同
級
生
)
と
の
交
渉
、
同
越
恵
明
と
小
昭
(
恵
明
の
か
つ
て
の
愛
人
で
合
作
社
運
動
の
活
動

北
大
文
学
部
紀
要
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腐

官虫
b 

ーム.
oH1l 

ピ
ン

家
)
と
の
交
渉
、
同
趨
恵
明
と

K
、
浮
(
と
も
に
共
産
党
の
地
下
工
作
者
。
梓
は
恵
明
の
学
校
時
代
の
同
級
生
)
と
の
交
渉
、

ラ
オ
ピ
ヤ
オ

で
は
、
ハ
け
趨
恵
明
と

N
(女
子
学
生
で
三
民
主
義
青
年
団
員
)
と
の
交
渉
、
同
N
と
特
務
工
作
員
た
ち
(
F
・
老
俵
な
ど
)
と
の
交
渉
、

の
三
本
の
糸
、
後
半
の

本
の
糸
の
か
ら
み
あ
い
で
進
行
す
る
。
読
者
は
も
っ
ぱ
ら
恵
明
の
行
動
と
観
察
と
を
と
お
し
て
国
民
党
支
配
の
暗
黒
部
に
ふ
れ
て
い
く
こ

と
に
な
る
。

こ
の
日
付
の
設
定
は
、
対
日
妥
協
へ
の
地
な
ら
し
で
あ
る
「
第
二
次
反
共
高
潮
」
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
き
わ
め
て
重
要
で
あ

る
(
上
限
と
下
限
と
が
わ
ず
か
に
前
後
し
て
い
る
だ
け
で
、
ほ
と
ん
ど
茅
盾
の
重
慶
滞
在
期
と
重
な
っ
て
い
る
の
も
興
味
を
ひ
く
)
O

「
九
・
一
八
」
記
念
日
、

趨
恵
明
た
ち
は
三
カ
条
の
特
別
任
務
を
負
っ
て
仕
事
に
出
か
け
る
o

「
も
っ
と
も
活
動
的
な
人
物
を
マ

1
グ

す
る
、

か
れ
ら
の
聞
の
関
係
に
注
意
す
る
、

目
標
を
ひ
と
り
選
ん
で
猟
の
対
象
と
す
る
o
」

」
の
「
目
標
」
が
通
敵
分
子
で
は
な
く
、
抗

日
の
事
実
上
の
支
柱
で
あ
り
、
自
ら
の
同
盟
者
で
あ
る
「
異
党
」
(
共
産
党
)
分
子
で
あ
る
と
こ
ろ
に
こ
と
の
重
大
さ
が
あ
る
o

松
生
・
舜
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英
の
夫
妻
が
上
海
か
ら
重
慶
へ
や
っ
て
き
て
、
な
か
ば
公
然
と
重
慶
政
府
の
要
人
や
特
務
た
ち
と
往
来
を
は
じ
め
る
o

巨
大
な
陰
謀
が
進

行
し
て
い
き
、
特
務
た
ち
は
あ
わ
た
だ
し
く
か
け
ま
わ
る
。

す
と
も
、
一
人
を
し
て
網
を
漏
ら
し
む
る
な
か
れ
」
と
い
う
ス
ロ

l
ガ

γ
が
復
活
す
る
o

特
務
の
陰
険
で
残
酷
な
手
段
|
|
尾
行
・
ス
パ

イ
工
作
・
買
収
・
「
色
じ
か
け
(
原
語
「
美
人
計
」
ど
・
拷
問
・
殺
人
な
ど
が
直
接
間
接
に
暴
露
さ
れ
て
い
く
。
十
一
月
に
な
る
と
、
舜
英
の

「
蘇
北
事
件
」
の
風
聞
が
伝
わ
っ
て
く
る
o

か
つ
て
の

「
三
千
を
無
実
で
殺

口
か
ら
つ
、
ぎ
の
よ
う
な
こ
と
が
語
ら
れ
る
。

『
掃
共
戦
は
、
す
で
に
準
備
万
端
と
と
の
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
o

た
い
へ
ん
大
が
か
り
で
、

や
が
て
事
実
が
証
明
す
る
わ
。
』

『
こ
れ
か
ら
平
和
に
な
る
ん
だ
わ
。
分
裂
状
態
だ
っ
て
、
す
ぐ
に
お
し
ま
い
。
み
ん
な
で
南
京
に
帰
る
の
よ
。
ね
、

と
っ
て
も
す
て
き

で
し
ょ
う
。
』
(
十
一
月
十
九
日
〉
0



一
月
に
「
院
南
事
変
」
が
お
こ
る
o

『
新
華
日
報
』
を
め
ぐ
る
事
件
に
つ
い
て
は
、

さ
き
に
簡
単
に
ふ
れ
た
。
特
務
た
ち
は
い
た
る
と

こ
ろ
に
散
開
し
、
猟
犬
の
よ
う
に
耳
を
そ
ば
だ
て
、
眼
を
み
は
り
、
鼻
を
つ
き
だ
す
。

『
こ
の
数
日
、
世
の
中
ま
つ
く
ら
。
だ
れ
だ
っ
て
見
る
に
見
か
ね
る
わ
。
人
聞
を
人
間
と
思
つ
て
は
い
な
い
の
だ
か
ら
。
』
:
:
:
『
わ

た
し
の
ク
ラ
ス
は
、
昨
日
は
三
十
何
人
だ
っ
た
の
に
、
今
日
は
十
何
人
き
り
。
だ
れ
も
が
生
き
て
る
の
か
死
ん
で
る
の
か
わ
か
ら
ぬ
顔

つ
き
で
、
悲
し
み
で
い
っ
ぱ
い
。
と
て
も
み
じ
め
だ
わ
o
』
(
一
月
三
十
一
日
、

N
の
こ
と
ば
)
0

こ
の
よ
う
な
状
況
が
、
特
務
た
ち
の
個
人
的
な
思
惑
や
利
益
の
追
求
、
相
互
の
暗
闘
や
さ
ま
ざ
ま
の
旗
廃
を
温
存
し
つ
つ
、
む
し
ろ
そ

れ
ら
に
さ
さ
え
ら
れ
て
、
全
体
と
し
て
冷
酷
に
支
配
層
の
利
益
追
求
を
貫
徹
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
フ
ァ
シ
ョ
政
治
の
論
理
が
あ
る
。
闇
商

と
ん
せ
き

人
の
「
図
積
」
(
買
い
占
め
)
や
密
輸
の
摘
発
に
名
を
借
り
て
金
を
ゆ
す
り
と
り
、
自
ら
も
か
れ
ら
と
合
作
し
て
金
も
う
け
を
図
る
。
利
益

の
分
配
を
め
ぐ
っ
て
内
輪
、
げ
ん
か
を
す
る
。
漢
好
に
情
報
を
売
る
。
フ
レ
ー
ム
ア
ッ
プ
を
す
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
す
べ
て
黙
認
さ
れ
、

人
民
の
弾
圧
と
い
う
一
点
に
支
配
者
の
意
志
は
集
中
す
る
。
特
務
の
聞
に
は
相
互
に
二
重
三
重
の
監
視
が
行
わ
れ
る
。

い
由

「
人
」
は
「
腐
蝕
」
さ
れ
て
、
利
己
的
で
猪
疑
心
の
つ
よ
い
「
狐
」
や
「
狗
」
や
「
鼠
」
に
な
る
。は
し

ご

、

「
こ
こ
で
は
、
だ
れ
も
が
笑
い
の
奥
に
万
を
か
く
し
、
他
人
を
お
だ
て
て
屋
根
に
の
ぼ
ら
せ
、
梯
子
を
は
ず
す
、
わ
な
を
し
か
け
て

句

i
巧

t

誘
い
こ
む
:
:
:
、
全
身
の
神
経
を
す
こ
し
で
も
ゆ
る
め
た
ら
、
必
ず
罪
に
お
と
さ
れ
る
の
だ
o
」
(
九
月
十
九
日
)
0

「
必
要
な
の
は
陰
険
さ

略
も
深
く
、

と
卑
劣
さ
だ
ー
ー
ー
一
口
で
言
え
ば
、
人
間
ら
し
く
な
い
連
中
ほ
ど
、
や
り
か
た
が
あ
る
。
」
(
十
月
二
日
)
0

「
か
れ
の
よ
う
な
人
聞
は
、
計

わ

る

だ
れ
も
か
れ
も
自
分
同
様
の
悪
者
で
、
人
か
ら
暁
ま
れ
る
の

や
り
か
た
も
悪
錬
で
、
疑
ぐ
り
深
い
。
か
れ
か
ら
見
れ
ば
、

で
な
け
れ
ば
、
人
を
暁
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
の
だ
。
」
(
九
月
二
十
二
日
)
0

魯
迅
は
、

「
大
小
無
数
の
人
肉
の
饗
宴
は
、
文
明
が
は
じ
ま
っ
て
以
来
今
日
ま
で
つ
づ
い
て
お
り
、

人
々
は
そ
の
鑑
席
で
人
を
食
い
、

北
大
文
学
部
紀
要
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吾込

百悶

人
に
食
わ
れ
、
悪
人
の
愚
昧
な
歓
呼
で
、

弱
者
の
悲
惨
な
泣
き
芦
を
お
お
っ
て
い
る
。
女
こ
ど
も
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
」
(
「
灯
下
漫
筆
」

一
九
二
五
年
、
『
墳
』
所
収
)
と
い
っ
て
い
る
が
、
権
力
の
走
狗
で
あ
る
特
務
の
世
界
で
、
人
間
の
こ
の
よ
う
な
関
係
は
い
っ
そ
う
煮
つ
め
ら

れ
る
。
そ
こ
で
女
性
は
「
色
じ
か
け
」
の
手
段
、
人
を
釣
り
上
げ
る
餌
と
な
る
だ
け
で
は
な
い
。
陳
秘
書
と
G
は
そ
れ
ぞ
れ
趨
恵
明
の
肉

体
を
狙
っ
て
お
り
、
す
き
を
見
て
彼
女
を
窮
地
に
お
と
し
入
れ
、
彼
女
の
方
か
ら
援
助
を
も
と
め
て
ふ
と
こ
ろ
に
飛
び
こ
ん
で
く
る
の
を

網
を
ひ
ろ
げ
て
待
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
暗
黒
の
構
造
が
、
恵
明
自
身
の
必
死
の
た
た
か
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
し
だ
い
に
彼
女
を
追

い
こ
ん
で
い
く
過
程
を
と
お
し
て
、

そ
の
非
人
間
性
が
い
よ
い
よ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く
(
く
わ
し
く
は
次
章
で
ふ
れ
た
い
)
0

」
う
し
た
「
腐
蝕
」
の
世
界
が
、

一
人
の
青
年
を
し
だ
い
に
「
腐
蝕
」
し
て
い
く
様
子
は
、

F
の
形
象
に
表
現
さ
れ
て
い
る
o

読
者
は

ス
ト
ー
リ
ー
の
発
展
に
そ
っ
て
、

は
じ
め
一
片
の
人
間
性
を
の
こ
し
て
い
る
か
に
見
え
た
F
が、

食
べ
る
た
め
に
は
無
実
(
?
)
の
も
の

『
で
も
時
々
は
一
歩
さ
が
っ
て
考
え
て
み
る
ん
で
す
。
:
・
・
:
ど
っ
ち
み
ち
ぼ
く
が
や
ら
な
く
て
も
、

や
る
も
の
が
い
な
い
わ
け
で
は

-72-

を
罪
に
お
と
す
(
「
誇
張
し
て
報
告
す
る
」
)
こ
と
を
も
辞
さ
な
い
人
間
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
o

だ
れ
も
人
を
信
用
で
き
な
い
。

な
い
で
し
ょ
う
o

か
れ
ら
だ
っ
て
誇
張
し
て
報
告
す
る
で
し
ょ
う
し
。
』
(
十
月
二
十
四
日
)
0

「
F
の
よ
う
な
人
聞
が
、
わ
た
し
に
対
し
て

え
ん
ざ
い

も
『
口
と
心
が
ち
が
う
』
と
い
っ
た
ら
そ
れ
は
賓
罪
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
(
こ
の
点
だ
け
は
明
ら
か
だ
)
0

だ
が
か
れ
だ
っ
て
自
分
を
救
う

た
め
に
は
、
『
良
心
の
苦
痛
」
を
感
じ
つ
つ
も
、

わ
た
し
の
首
を
か
け
る
こ
と
だ
っ
て
し
か
ね
ま
い
。
」
(
十
一
月
十
日
)
0

そ
の

F
も
ひ
と
た
び
人
の
上
に
た
つ
地
位
に
つ
い
た
と
き
、

陳
や

G
と
同
じ
よ
う
に
、

N
の
肉
体
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
画
策
す
る

「
愛
国
者
」
に
成
長
す
る
の
で
あ
る
o

と
こ
ろ
で
抗
日
戦
争
は
、
国
民
党
と
共
産
党
と
い
う
二
つ
の
政
党
(
お
よ
び
両
者
の
指
導
下
に
あ
る
軍
隊
)
を
中
心
と
し
て
き
わ
め
て
広
範

な
人
々
を
結
集
し
た
統
一
戦
線
に
よ
っ
て
た
た
か
わ
れ
た
。
そ
の
た
め
抗
日
戦
の
初
期
に
は
文
芸
運
動
の
す
す
め
方
に
つ
い
て
か
な
り
の



不
分
明
一
さ
を
の
こ
し
て
い
た
。
各
地
の
文
芸
工
作
者
た
ち
は
、
抗
戦
意
識
の
活
発
な
高
ま
り
を
背
景
に
、
直
接
民
衆
の
中
に
は
い
り
、
そ

の
視
野
を
広
げ
、
題
材
を
豊
か
に
し
、
自
分
た
ち
の
欠
陥
を
新
し
く
認
識
し
て
、
多
く
の
実
験
的
な
こ
こ
ろ
み
を
行
な
っ
た
。
し
た
が
っ

チ
ャ
ン
テ
ィ
エ
シ
イ
1

ホ
V

た
と
え
ば
張
天
翼
の
「
華

て
、
文
学
史
上
に
こ
の
期
間
の
も
つ
意
義
は
き
わ
め
て
大
き
い
。

ウ
ェ
イ
威
先
生
」
(
『
文
芸
陣
地
』
創
刊
号
、
一
九
三
一
八
年
四
月
)
の
評
価
に
あ
ら
わ
れ
た
、
抗
戦
陣
営
の
醜
悪
面
を
描
く
こ
と
が
、

消
極
的
作
用
を
お
よ
ぼ
し
は
し
な
い
か
と
い
う
危
倶
の
存
在
な
ど
で
あ
る
o

こ
の
よ
う
な
危
倶
は
、
一
方
で
は
創
造
面
で
ス
ロ
l
ガ

γ
文

学
を
生
み
出
す
一
つ
の
土
壌
と
な
っ
た
o

こ
う
い
う
状
況
の
中
で
、
茅
盾
の
批
-
評
、
評
論
活
動
の
重
要
な
面
は
、
抗
日
戦
が
光
明
と
暗
黒

だ
が
、
さ
き
に
述
べ
た
不
分
明
さ
は
、

抗
日
戦
の
遂
行
に

と
の
錯
綜
す
る
複
雑
な
過
程
を
た
ど
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
光
明
の
中
に
潜
在
す
る
醜
悪
を
研
究
・
暴
露
す
る
こ
と
の
強
調
に

あ
っ
た
(
「
論
加
強
批
評
工
作
」
「
八
尽
的
感
想
」
「
暴
露
与
一
瓢
柏
戸
な
ど
)
0

こ
の
「
暴
露
」
が
抗
戦
期
の
文
学
(
国
民
党
統
治
区
の
)
の
リ
ア
リ
テ
ィ

を
保
証
す
る
重
要
な
要
素
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

武
漢
陥
落
後
の
国
民
党
の
後
退
に
よ
っ
て
、
単
純
な
民
族
的
観
点
だ
け
で
は
、
現
実
は
い
よ
い
よ
と
ら
え
が
た
く
な
り
、
民
族
矛
盾
と

階
級
矛
盾
の
い
ず
れ
を
も
切
り
す
て
る
こ
と
な
く
、
全
体
的
、
構
造
的
に
現
実
を
と
ら
え
る
こ
と
が
、
リ
ア
リ
ズ
ム
の
課
題
と
し
て
つ
よ

9
4
 

巧

t

く
要
請
さ
れ
て
く
る
。
茅
盾
の
い
う
「
暴
露
」
は
こ
う
し
た
線
上
に
位
置
し
て
い
る
意
識
的
な
創
造
方
法
で
あ
っ
た
。
国
民
党
の
言
論
弾

圧
の
も
と
で
暴
露
と
調
刺
を
貫
く
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
な
仕
事
で
あ
っ
た
が
、
な
ん
ら
か
の
形
で
多
く
の
文
学
者
た
ち
が
こ
れ
を
こ
こ

チ
ャ
ン
タ
オ
フ
ァ
ン

ろ
み
、
支
配
層
が
い
か
に
こ
れ
を
憎
み
お
そ
れ
た
か
は
、
張
道
藩
(
文
化
特
務
の
頭
目
)
の
「
我
何
所
需
要
的
文
翼
政
策
」
(
一
九
四
二
何
一

が
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
む
こ
の
よ
う
な
意
味
で
、
『
腐
一
蝕
』
は
ま
ず
第
一
に
《
現
実
暴
露
の
文
学
》
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

北
大
文
学
部
紀
要
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ヲメ与、
日岡

三
、
越
恵
明
の
形
象

そ
の

『
腐
蝕
』
は
、

い
ま
ま
で
み
て
き
た
と
お
り
、

《
現
実
暴
露
の
文
学
》
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

い
う
ま
で
も
な
く
『
腐
蝕
』
の
芸
術
的

特
色
は
、
こ
の
暴
露
が
、
趨
恵
明
と
い
う
一
人
の
若
い
女
性
の
内
面
世
界
の
展
開
を
と
お
し
て
な
さ
れ
て
い
る
点
に
あ
り
、
こ
れ
が
作
品

に
芸
術
的
リ
ア
リ
テ
ィ
を
与
え
、
読
者
の
感
動
を
生
む
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。

「
人
間
は
、
境
遇
が
複
雑
だ
っ
た
ら
、

が
、
そ
の
心
理
の
複
雑
さ
を
、
複
雑
さ
の
ま
ま
に
き
め
こ
ま
か
に
追
究
し
て
い
く
作
者
の
技
偏
に
は
な
み
な
み
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
o

読

趨
恵
明
の
こ
と
ば
に
、

そ
の
心
だ
っ
て
複
雑
な
も
の
よ
o
」
(
十
一
月
一
二
十
日
)
と
い
う
の
が
あ
る

者
は
、
物
語
の
主
人
公
で
あ
り
、

日
記
の
書
き
手
で
も
あ
る
恵
明
の
、
状
況
に
対
す
る
認
識
と
理
解
、
そ
れ
に
触
発
さ
れ
る
複
雑
な
心
理

(
苦
悩
・
憎
悪
・
憤
怒
・
嫉
妬
・
幻
想
・
自
己
弁
護
・
白
瑚
・
居
直
り
・
恐
怖
・
混
乱
な
ど
)
と
に
、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
つ
き
あ
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ

daτ 
ヴ

d

て
、
恵
明
の
形
象
や
作
品
の
思
想
を
把
握
す
る
こ
と
を
も
と
め
ら
れ
る
o

そ
の
た
め
、
時
々
は
た
と
立
ち
ど
ま
っ
た
り
、
そ
れ
ま
で
の
理

解
を
訂
正
さ
せ
ら
れ
た
り
す
る
。
し
か
し
、
全
体
に
わ
た
っ
て
作
者
の
主
人
公
へ
の
愛
情
と
批
判
、
主
題
へ
の
集
中
と
抑
制
と
は
み
ご
と

に
一
貫
L
て
お
り
、
叙
述
の
混
乱
も
な
く
、
そ
の
人
間
像
は
た
い
へ
ん
鮮
明
で
あ
る
。

テ

イ

シ

リ

シ

シ

ャ

ー

プ

エ

イ

そ
の
こ
と
は
丁
玲
の
『
苔
非
女
士
的
日
記
』

と
比
較
し
た
場
合
に
い
っ
そ
う
よ
く
わ
か
る
o

同
じ
よ
う
に
一
人
の
若
い
女
性
の
内

面
世
界
の
葛
藤
を
対
象
と
し
た
ー
日
記
形
式
を
と
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
事
非
は
丁
玲
の
分
身
で
あ
り
、
作
者
で
あ
る
丁
玲
自
身
の
は
げ
し

い
感
情
の
表
出
が
こ
の
作
品
を
一
貫
し
て
い
る
。
「
自
己
告
白
体
し
と
い
わ
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。
そ
れ
が
こ
の
作
品
の
長
所
で
も
あ
る

が
、
丁
玲
と
事
非
と
が
一
体
化
し
て
、
批
判
と
抑
制
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
た
め
に
、
叙
述
が
混
乱
し
印
象
の
混
濁
を
ま
ね
い
て
い
る
の
は

否
定
し
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
む
ろ
ん
捗
弄
の
形
象
は
現
代
中
国
文
学
史
の
中
で
き
わ
め
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
お
り
、
こ
の
作



口
問
が
「
腐
蝕
』
の
制
約
作
過
程
に
形
式
の
謡
寸
も
形
象
の
蛮
で
も
な
ん
ら
か
の

で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
想
像
に
か
た
く
な
い
。

作
品
の
冒
頭
、

日
丸
日
〈
志
間
約
一

の
日
記
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
述
で
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

っ
こ
の
ご
ろ
感
じ
る
い

ん
の
苦
痛
は
、

の
ι
じ
き
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
心
の
な
か
に
は
、
話
し
た
い
こ
と
が
山

ほ
ど
あ
る
の
に
、
思
う
ぞ
ん
ぶ
ん

せ
て
く
れ
る
ひ
と
り
の
人
も
い
な
い

「
こ
の
ご

た
し
は
い
っ
そ
う
・
自
分
を
緩
蔑
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
わ
た
し
が
ま
だ

と
い
う
も
の
を
も
っ
て
い

る
か
ら
だ
。
と
き
に

る
こ
と
ま
で
あ
る
。

親
友
が
い
て
な
ん

IL，> 
zうミ

っ
て
い
る
と

刷

、“

十
一
人
地
の
ひ
つ
く
り
か
え
る
よ
う
な
大
変
動
が
、
過
去
の
わ
た
し

々
と
埋
め
て
、

わ
っ
た
も
う
ひ
と
り
の
わ
た

し
が
、

お
臼
ざ
ま
の
下
で
語
し

っ
た
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
や
i
iー
そ
の

わ
た
し
に
ふ

し
い
殺
事
を
し
て
い
ー
る
と
こ
ろ

75 -

な
ど
O
L

こ
の
記
述
は
、

た
よ
う
な
非
人
詩
的
な
特
務
の
世
界
に
、
心
な
ら
ず
も
生
き
て
い
る

人
の

い
女
性
の

み
を
楳
側
と
伝

え
て
、

人
日
記
』
の

人
を
食
い
た
い
し
、
人
か
ら
食
わ
れ
る
の
は

才づ

し、

し

み
ん
な
鏡
、
ぐ
り
深
い
隈
で
、

…
ふ
い
に
洛
み

見
を
す
る
。

ん
な
考
え
を
す
で
で
、
安
心
し
て
仕
事
を
し
、
道
を
歩
き
、

し、、

盛
っ
た
ら
、
ど
ん
な
に
い
い
気
持
だ

と
い
う
額
一
訟
を
務
梯
さ
せ
る
。

一一1

-
九
」
〈
一
九
一
一

交
は
旧
市
内
設
部
官
僚
。
も
と
高
級
小
学
の
教
師
。
五
、

の
と
き
は
需
級
生
た
ち
と
隊
伎
を
組
ん
で
、

で
は
、
心
安
ら
か
に
人
間
の
歩
む
ベ

ネ-、桝目。

吋

t
L
t

ら
南
京
へ

の

ろ
希シた
よち
強ごの
と
L 、
に
で
か
け

た
り
、

に
情
熱
を
傾
け
た

と
も
あ
る
。

昭
Jこ

ど
い
っ
し
ょ
に

d
Hザ
写

し

こ

G

ロ
刀
、
才
丈

保
が
で
き
、

「
占
、
C

交
官
ま
の

て、

と
特
務
の
世
界
に

い
れ
て
し
ま
っ
た
c
i
-
-
-
一
年
前
に

北
大
文
学
部
紀
要



蝕
b 

言命

思
を
生
み
産
院

る、

と

の
あ
も
こ
ち

め
て
い
く
と
、

の

の
イ
メ
ー
ジ
を
あ
る
程
度
合
成
す
る

こ
と
が
で
お
口
る
。
だ
が
大
部
分
は
想
像
で
補
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ど
の
よ
う
な
議
懇
令
絞
て
彼
女
が
特
務

に
お
ち
こ
ん
だ
か
に
つ

い
て
、
作
者
は
形
象
的
表
現
会
ほ
と
ん
ど
行
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、

た
し
の
手
は
純
潔
な
努
な
き
者
の
胞
に
ま
み
れ
て
い

る
い
と
い
う
と
き
、

の
罪
業
の

ま
ア
た
く
な
く
、
数
カ
所
で
稽
示

て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
二
つ
は

と
も
に
、

の
創
造
過
程
の
解
明
に
あ
る
と
ン
ト

は
い
な
い
か
と
思
わ
れ
る
が
、

ど
れ
に
つ
い
て
は
の
ち
に
ふ
れ
る

」
と
に
し
た
い
。

の
主
人
公
は
、

最
初
か
ら
、

「
一
方
で
極
度

の
環
境
を
憎
悪
し
な
が
ら
、

一
方
で
は
叫
間

日
ご
ま
か
し

し
て
い

る

内
一
如
に
矛
庸
を
法
ら
ん
だ
存
在
と
し
て

お
り
に
や
り
、

て
く
る
。
彼
女
に
は
ま
だ
良
心
や
蓋
恥
心

「
猟
犬
の
よ
う
に
、
目
的
物
に
か
み
つ
い
た
ら
、

特
務
と
い
え
ど
も
、
何
か
ら
何

ま
で
上
可

さ
っ
そ
く
く
わ
え
て

つず、

に
さ
さ
げ
る

-76 

と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
堕
落
し
て
は
い
な
い
。
そ
こ
に
問
題
の
す
べ
て
が
存
在
す
る
。
彼
女
を
と
り
ま
く
世
界
が
、

刻
も
神
経
の

ゆ
る
さ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
さ
き
に
み
た
と
お
り
で
あ
る
が
、

だ
け
で
よ
い
あ
い
だ
は
、

ま
か
し
て
部
と
か
や
っ
て
い
け
る
時
期
、

つ
ま
り
畠
分

の
一
点
に

こ
の
問
題
は
表
面
化
し
て
こ
な
い
。

い
る
。

の
局
関
の
す
べ
て

憎
悪
と
軽
蔑
の
対
象
と
な
り
、

た
し
は
な
ん
の
係
累
も
な
い

匹
狼
と
な
っ
て
、

の
憎
悪
し
軽
蔑
し
て
い
る
も
の
に
対
し
て
、

ょ
う
し
ゃ

を
ぜ

な
ら
ぬ
。
」

的
閣
の
特
務
た
ち
と
開
じ
よ
う
に
吉
分
も
悪
党
と
な
っ
て
、

め

時

一
(
「
わ
た
し
は
女
々
し
い
女
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
ば
が
、

一
，
毒
を
も
っ
て

る」

ち

書
カミ
れ
て
L 、
る
、“ノ

…ω守
護支
ジ
ら時

もー
を.Q
ぁ、 i醸
し、 実ロ
ら、、

の
た
め
に
彼
女

「
男
、
ま
さ
り
の



う
経
験
い
、

、
も
U

冷
静
な
忍
献
な
ど
の
す
べ
て

わ
る
。

と
こ
ろ
が
、
恵
問
の
こ
う
し

、
小
昭
が
「
間
人
」
と
し
て
後
女
の
世
界
に
と
び
こ
ん

、
彼
女
が

」
〈
辺
国
の
関
係

を
閥
復
し
、

の
佳
務
全
課
せ
ら
れ
る
と
き
に
な
っ
て
、

は
じ
め
て
徹
底
的
な
試
練
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
笹
務
の

こ
十
恥
、

t
t
 
G
た
ち
の

る
。
「
小
沼
の
こ
と
も
心
思
だ
し
、
自
分
の
こ
と
も
気
が
か
り
だ
o
」
「
わ
た
し
は
も
う
人

や
は
り
人
賂
だ
。
惑
認
も
あ
る
。
思
い
出
も
る
る
。

L 、

ずこ

な
L 、

婦
で
は
な
い
。

一
本
の
生
き
た
柔
か
い
織
だ
。

B
Y
恵
問
問
は
こ
の
よ
う
な
内
面
の

か
か
え
っ
つ
、
小
昭
に
接
触
し
て
い
く
。

作
者
は
、
歴
史
を
逆
転
さ
栓
ょ
う
と
す
る
大
き
な
陰
謀
と
、
こ
の

G
た
ち
の
陰
謀
と
を
、
同
時

め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

の

試
練
を
い
っ
そ
う
き
び
し
い
も
の
に
し
て
い
る
。
十
一
丹
十
二
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
八
日
間
、
小
昭
を
数
い

陰
謀
か
ら
自
分
を
仰
す
る
こ
と
〈
そ
の
た
め
一
応
の
配
務
は
全
う
す
る
こ
と
)
と
の
一
向
方
を
達
成
す
る
た
め
に
、
被
女
が
必
死
の
努
力
全
払
う
こ

こ
と
と
、

G
た
ち
の

円

Jワ・

の
部
分
が
、
作
品
の
最
大
の
ヤ
マ
で
あ
り
、
状
況

れ
る
憲
拐
の
姿
を
と
お
し
て
、
わ

れ
は
、
特
務
世
界
の
非
人
賠
性
と
、

在
大
な
陰
謀
の
遂
げ
汀
と
を
問
時

と
る

と
に
な
る
。

だ
が
、
恵
拐
の
行
動
の
い
っ
さ
い
が
、
小
沼
へ
の

り
は
じ
め
、
窓
拐
の
協
力
を
も
と
め
て
ノ
X
る。

ひ
た
む
き
な
行
動
も
空
転
し
、
そ
の

方
で
は
あ
ち
こ
ち
で
あ
っ
て
も
、
そ
の

に
対
す

の

に
も
と
づ
い
て

な
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、

な
か
な
か
進
ま
な
い
。
そ
の
う
ち
に
、
小
昭
は
附
脱
走

を
だ
ま
し
て
い
る
」
と
い

は
じ
ま
り
、

G
た
ち
は
恵
明
が
つ
上
投

し
か
け
る
。
第
地
に
た
っ
た
彼
女
は
、
結
局
、
小
昭
に
「
き
っ
ぱ
り
と
自
由
を
す
る
」
ょ
う
要
求
す

の

る
。
だ
が
、
小
昭
の
方
は
そ
の
と
き
、

の
進
展
を
察
知
し
て
、

で
に
明
%
を
覚
悟
し
て
い
る
。

の
日
、
小
昭
は

に
(
い
ま

の
う
ち
に
足
を
洗
う
い

ょ
う
指
示
し
、
二
人
の
伶
額
〈
K
と
鈴
)

に
自
分
の
様
子
を
知
ら
せ
て
く
れ
と
頼
ん
だ
あ
と
、
葱
明
の
穏
守
中
に

北
大
文
学
都
紀
要



品
蹴
[
『
論
…

ど
こ
か
よ
そ
へ

十
一
月
二

問
、
空
襲
警
報
に
も
か
か
わ
ら
ず
持
遊
せ
ず
、

て、

の
一
閣
が

腫
塵
に
帰
す
こ

ぃ
、
さ
ら
に
そ
の

い
に
さ

か
ぎ
つ
け
な
い

に
は
い
か
な
い
懇
明
の
日
記
を
読
み
つ
つ
、

オフ

れ
わ

る
の
は
、
や
は
り
庇
倒
的
な
歴
史
の
流
れ
で
あ
り
、
そ
の
流
れ

る
恵
明
の

で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
小
昭

め
る
と
い

の
行
為
も
、

し
た
大
枠
の
中
で
、

レ
つ
の
間
に
か
ゆ
る
し
て
し
ま
い
そ
う
な
の
で
あ
る

窓
明

が
ほ
ん
と
う
の
試
練
に
さ
ら
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
あ
と
で
あ
る
。

そ
の
後
、

の
衝
撃
か
ら

っ
た
恵
明
は
、

まっ

に
せ
ま
っ
た
怠
換
に

る
た
め
に
、

と
っ
て
-
申
し
出
た
は

で
、
問
い
つ
め

K
と
洋
の
名
前
な
だ
し
て
し
ま
う
o

恵
明

の
分
裂
は
、
こ
こ
マ

達
す
る
c
v

の

し
く
追
い

み
よ
う
。

耐
え
が
た
い

の
一
方
で
、

の

に
小
昭
と
洋
の

に
ま
で
疑
い

78 

を
は
さ
む
。
そ
し
て
い
っ
そ
さ
ば
さ
ば
し
た
よ
う
な
気
持
に
な
る
。
賠
重
っ
て
、

と
い
っ
て
み

た

た
ち
ま
ち
つ
自
分
が
横
野
を
、
狐
の
お
化
け
と
連
れ
だ
っ
て
、
さ
ま
よ
い
歩
い
て
い
る
い
よ
う
な
感
じ
に
お
ち
い
っ

て、

な
人
生
が
な
ん
に
な
ろ
う
と
患
う
c

そ
し
て
、
ま
さ
か
小
昭
が
自
分
に
対
し
て

っ
た
り
す
る
わ

な
い
と
、
思
い

の
交
錯
を
、

丹
念
に
追
究
し
て
い
る
G

「
あ
の

と
を
も
ち
だ
し
た
の
は
、

や
は
り
小
昭
を
守
る
た
め
だ
っ
た
。
ふ
た
り
の
こ
と
を
も
ち

と

に
よ
っ
て
、
小
開
、
が
そ
れ
ほ
ど

土
工
、

i
v
ナ
'
を
し

と
を
証
明
し
た
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
わ
た
し
に
ま
っ
た
く
『
成
果
」

っ
た

で
は
な
い
こ
と
の

に
も
な
る
。
こ
の

と
は
自
分
の
た
め
の
よ
う

る

い
ま
反
省
し
て
み
る
と
、

や
は
り

小
沼
の
た
め
で
は
な
い
か
。
も
し
も
う
い
ち
ど
小
昭
を
わ
た
し
に
わ
た
し
て
く
れ
た
ら
、
小
昭
に
と
っ
て
い
い
こ
と
な
の
だ
よ
「
で
も



K 

だ
ろ
う
0

・
:
:
し
か
し
二
人
だ
っ
て
わ
た
し
'
官
許
し
て

f
F
つ
£
、
?

t
T
F
J
7
L
L
 

た
し
は
、
ず
で
げ
い
マ
i

グ
さ
れ
て
い
る

し
た
の

]
「
小
結
と
あ
ん
な

入
、
が
、
自
分
の
身
の

ほ
ん
の
み
F
こ

て
、
小

詔
の
身
に
せ
ま
っ
た
大
き
な
危
険
を
裁
ら
し
て
や
っ
て
い

の
な
い
犬
も
同
然
の
女
だ
け
、
が
、
す
べ
て
の

い
こ
と
は
あ
る
ま
い

「
ま
さ
か
わ
た
し
だ
け
が
|
!
か
れ
ら
か

"で

い
こ
ん
で
、

か
れ
ら
の

小
昭
の
た
め
に
、
安
全
一
と
自

出
を
は
か

ぬ
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
か

jヨ

E
Y
 

加

、・6

ま
で
た
ど
っ
て
く
る
と
、
わ
れ
わ
れ
の
玄
え
に
、
恵
明
の
間
同
題
性
は
よ
う
や
く
は
っ
き
り
し
て
く
る
o

ま
ず
第

の
問
題

で
あ
る
o

彼
女
は
、
竹
人
に
損
を
さ
ぜ

る
も
の
は

自
分

せ
人
に
得
を
さ
せ
る
も
の
は
、

む
ろ

げ
に
け
ど
人
に
損
を
さ

し
な
い
も
の
は
、

い
っ
た
い
な
ん
だ
ろ
う
。
:
;
:
も
し
給
路
入
に
損
を
さ
せ
、

だ
が
「
や
り
か

し

な
っ
た
ら
、
そ
れ
は
き
っ
と
や
り
か

彼
女
が
穣
カ
の
「
走
狗
い
で
こ
と
が
、
や
は
り
決
定
的
な
問
題
な
の
で
占
め
る
。

な
い
と
い
う
こ
と

よ
く
な
い
の
だ
。

の
出
題
で
は
な
く
、

円

U
ヴ
t

」
ヂ
」
、

、V

の
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
、

の
こ
と
ば
を
引
こ
う
。

は
、
恵
闘
の

日
記
形
式
に
つ
い

て、

っ
、
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

「
も
し

の
小
説
の
特
殊
性
な
符
ド
隠
し
て
、
鶏
恵
明

、
3
h
v
 

こ
れ
ら
の

弁
解
、

そ
の
ま
ま
、

弁
解
、

る
こ
と
を
し
な
の
欠

〈

刊

日

〉

除
を
暴
露
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
で
み
ろ
う
よ

ま
た
つ
、
ぎ
の
よ
う
に
も
い
っ
て
い
る
。

「
彼
女
は
、

敏
腕
で
あ
る

レ
燦
栄
心
、
が
つ
よ
く
、

に
く
ら
く
』
ハ
敵
味
方
の
ほ
泌
が
務
礁
で
な
く
て
高
絞
特
務
の
岳
分



に=召

腐

官虫
ιコ

論

腎
な
と
こ
ろ
に
く
る
と
、

に
対
す
る
圧
迫
と
侮
辱
と
に
反
抗
す
る
が
、
反
抗
の
動
機
は
個
人
主
義
的
、

い
つ
も
腰
く
だ
け
に
な
る
o
」

つ
ま
り
個
人
の
利
害
を
基
準
に
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
肝

恵
明
の
形
象
を
全
体
的
に
ど
う
評
価
す
る
か
に
つ
い
て
は
、

の
ち
に
ふ
れ
る
こ
と
に
し
て
、
当
面
、
こ
こ
で
茅
盾
が
恵
明
の
マ
イ
ナ
ス

的
性
格
と
し
て
と
り
だ
し
て
い
る
「
矛
盾
」
(
矛
盾
は
プ
ラ
ス
の
契
機
と
も
な
る
が
て
個
人
主
義
、

「
大
義
に
く
ら
い
」
、
節
操
の
欠
如
、
軟
弱

性
、
虚
栄
心
な
ど
を
、
わ
れ
わ
れ
が
こ
れ
ま
で
の
叙
述
の
中
か
ら
発
見
す
る
こ
と
は
、

デ
ス
的
性
格
の
中
心
に
、

さ
し
て
困
難
で
は
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
マ
イ

個
人
主
義
、

自
己
中
心
主
義
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
o

(
第
一
の
引
用
文
|
|
引
用
者
)
の
う
ち
に
も
、
特
務
↓
否
定
的
存
在
↓
批
判
的
形
象
と
い
う
ふ
う
に
つ
な
が
っ
て

こ
の
こ
と
に
関
し
て
、

か
つ
て
吉
田
富
夫

氏
が
、
「
こ
う
し
た
弁
解

ゆ
く
茅
盾
の
一
連
の
発
想
法
が
感
じ
ら
れ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
う
し
た
発
想
法
を
支
え
て
い
る
一
種
の
決
定
論
と
で
も
い
う
べ
き
も

の
の
存
在
で
あ
る
。
」
「
こ
れ
ら
(
列
挙
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ス
的
性
格

1
1引
用
者
)
は
お
そ
ら
く
趨
恵
明
と
い
う
虚
構
化
さ
れ
た
個
性
に
個
有
の
性
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格
と
い
う
よ
り
も
、
特
務
と
い
う
一
つ
の
否
定
さ
る
べ
き
社
会
層
に
普
遍
な
マ
イ
ナ
ス
的
性
格
と
し
て
作
者
が
と
り
出
し
て
き
た
も
の
に

ち
が
い
な
い
。
一
と
い
う
見
解
を
だ
し
て
い
る
o

た
し
か
に
、
茅
盾
の
発
想
法
に
は
、
「
一
種
の
決
定
論
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
」
が
存
在

し
、
そ
れ
が
形
象
の
類
型
化
を
ま
ね
い
て
い
る
例
が
多
く
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
「
決
定
論
」
と
よ
び
、

そ
の
延
長
と
し
て
、

恵
明
の
マ
イ
ナ
ス
的
性
格
を
特
務
と
い
う
社
会
層
に
固
有
な
も
の
と
し
て
、
茅
盾
が
と
ら
え
て
い
る
か
に
い
わ
れ
る
と
き
、

わ
た
し
は
異

っ
た
意
見
を
も
た
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
の
問
題
は
、
茅
盾
の
文
学
の
基
木
的
な
創
造
方
法
を
い
か
に
と
ら
え
る
か
、

ま
た
『
腐
蝕
』
の
後
半
で
前
半
と
対
照
的
な
相
貌
を
み

せ
て
い
る
趨
恵
明
の
形
象
を
ど
う
と
ら
え
る
か
と
い
う
点
に
か
か
わ
っ
て
く
る
よ
う
に
思
う
o

し
た
、
が
っ
て
し
ば
ら
く
『
腐
蝕
』
の
わ
く

を
は
ず
し
、
茅
盾
の
創
造
方
法
に
つ
い
て
、
次
章
(
補
説
〉
で
、
大
ま
か
な
が
ら
若
干
の
検
討
を
加
え
て
お
き
た
い
。



図
、
超
恵
現
の
拶
象

そ
の
ニ
ハ
繍
説
)

j
l
茅
盾
の
基
本
語
創
造
方
法
お
よ

の
形
象
の
社
会
的
位
置
に
つ
い
て

茅
殿
が
、
そ

に
わ
た

の

は
じ
め
て
明
ら
か
に
し
た
の
は
、

の
指
摘
す
る
と
お
り
、

(
町
小
説
月
報
』
一
九
二
九
年
八
月
〉
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

そ
の
と
き
、

そ
の
構
想
は
「
時
代
性
」
を
搭
く
と
い

や

あ
い
ま
い
な
概
会
合
}
跨
い
て
語
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
の
か
れ
の
創
造
活
動
は
、
そ
こ

い
に
よ
り
明
確

れ

て
い
っ
た
道
す
、
ζ
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

…t

時
代
性
と
い
う
の
は
、
わ
た
し
の

で

時
代
の
空
気
を
議
現
す
る
と
い
う
こ
と
の
外
に
、
さ
ら
に

ペコ

っ
て

-81 -

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
に
、
時
代
が
人
々
に
ど
の
よ
う

カ￥

一
に
、
人
々
の

の
活
力
が
ど
の
よ
う
に

し
て
時
代
役
新
し
い
方
向
に
推
し
す
す
め
て
い
く
か
、
換
言
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
し
て
歴
史
を
促
進
し
て
必
然
的
な
新
時
代
に
お
し

い
れ
る
か
、
さ
ら

、
ど
の
よ
う
に
し
て
人
々
の
集
障
の

に
よ
っ
て
早
く
股
史
の
必
然
を
実
現
す
る
か
、
と
い
う
こ

と

。
現
代
の
新
写
実
派
の

ょ
う
と
す
る
時
代
性
と
い
う
の
は
、
こ
の

の
も
の
で
あ
る

〕
こ
で
い
う

の
意
味
は
、
ま
だ
十
分
明
確
で
は
な
い
が
、

め

る
し一

な
ど
の

っ
て
時
代
と
社
会
の
活
力
と
な
っ
た
の
だ
」

一
人
一
人
で
時
仕
の
襖
流
に
誕
っ
て
前
へ
選
ん
だ
恥
除
名
の

と
か
、
っ
時
代
を
推
し

ど
ん
な
に
多
く
い
た
こ

ノ

こ
れ
ら
の
無
名
の

る
と
、

《
人
民
こ
そ
世
界
の

る
動
力
で
あ

と
い
う

と
き
の
町
人
民
い
な
い
し
「
大
衆
」
に
該
当
す
る
概
念
な
の
で
あ
る
。
し
て
み
る
と
、
こ
の
機
想
が
付
黙
史
変
革
の
主
体
と
し
て
の

団
」
〈
日
日
人
民
大
衆
〉
、
。

の
力
で
で
必
然
」
の

J¥  

れ
て
い
く
社
会
、

そ
の

出
?
の
個
人
、

歴
史
変
革
の



『腐

青虫

ゴb.
日m

立
場
に
た
つ
作
者
、

と
い
う
四
つ
の
契
機
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
個
人
は
、
客
体
と
し
て
は
そ
の
よ
う
な
社
会
に

制
約
さ
れ
つ
つ
、

そ
の
影
響
を
受
け
て
さ
ま
ざ
ま
に
揺
れ
う
ご
く
存
在
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
主
体
と
し
て
は
そ
の
よ
う
な

歴
史
変
革
、
変
革
の
主
体
と
し
て
の
「
集
団
」
へ
の
か
か
わ
り
か
た
を
関
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
茅
盾
の
こ
の

構
想
は
、

つ
ぎ
の
二
つ
の
基
本
要
素
を
も
っ
リ
ア
リ
ズ
ム
に
発
展
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。

付
歴
史
変
革
の
立
場
に
た
っ
て
、
歴
史
的
、
構
造
的
に
現
実
を
と
ら
え
る
。

。
社
会
の
中
の
個
人
の
選
択
と
帰
趨
(
い
わ
ゆ
る
「
出
路
」
)
を
追
求
す
る
。

事
実
こ
の
よ
う
な
も
の
を
め
ざ
し
て
発
展
し
て
き
た
と
い
え
る
o

文
学
創
造
の
対
象
(
題
材
)
と
し
て
、
主

と
し
て
、
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
イ
シ
テ
リ
青
年
(
特
に
女
性
)
と
民
族
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
が
選
ば
れ
た
の
は
、
作
者
の
題
材
に
対
す
る
「
熟
知
」

茅
盾
の
リ
ア
リ
ズ
ム
は
、

む
ろ
ん
、

は
じ
め
は
ま
だ
あ
い
ま
い
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、

中
国
草
命
の
発
展
に
と
も
な
っ
て
し
だ
い
に
明
確
に
な
っ
て
い
っ
た
。
「
従

こ
の
洞
察
を
独
自
に
す
す
め
つ
つ
あ
る
茅
盾
の
努
力
の
跡
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ゃ
、
読
者
対
象
の
問
題
と
と
も
に
、

つ
ぎ
に
み
る
よ
う
な
中
国
の
社
会
構
造
に
対
す
る
茅
盾
の
洞
察
が
存
在
し
た
た
め
で
あ
る
o

そ
れ
は

枯
嶺
到
東
京
」
(
『
小
説
月
報
』
一
九
二
九
年
十
月
)
と
「
読
『
侃
換
之
』
」
と
は
、

を
示
し
て
い
る
o

中
国
の
社
会
構
造
の
特
徴
に
つ
い
て
は
み
た
び
何
其
芳
の
こ
と
ば
を
借
り
る
こ
と
に
す
る
o

「
中
国
は
社
会
構
成
の
面
で
は
、
両
端
、
が
小
さ
く
中
聞
が
大
き
い
(
無
産
階
級
と
大
地
主
大
資
産
階
級
の
人
数
は
あ
ま
り
多
く
な
い
)
0

だ
が
、

量中
の国
面が
で半
は封
両建
端半
が植
大民
き地
くの
中国
間家
がで
小あ
さる

J と

さ
ら
に
無
産
階
級
が
長
期
に
わ
た
る
訓
練
を
経
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
治
的
力

し
た
が
っ
て
革
命
の
主
体
形
成
(
労
農
同
盟
)
の
問
題
と
と
も
に
、
こ
の
中
間
階
級
の
動
向
が
中
国
革
命
の
成
否
に
重
要
な
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
中
国
の
中
間
階
級
の
経
済
的
、
政
治
的
地
位
か
ら
く
る
そ
の
脆
弱
性
、
動
揺
性
が
、
茅
盾
の
文
学
に
主
要
な
テ
l
マ



と
典
型
を
与
え
て
い
る
の
は
十
分
理
由
の
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
小
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
知
識
人
に
か
ぎ
っ
て
い
え
ば
、
「
蝕
』
、
『
虹
』
、
『
路
』
、

『
三
人
行
』
な
ど
の
問
題
意
識
は
、

さ
き
に
述
べ
た
よ
う
な
意
味
で
の

「
時
代
と
人
間
」
(
時
代
性
)

で
あ
る
o

わ
た
し
は
こ
こ
で
、
小
ブ

ル
ジ
ョ
ワ
知
識
人
を
描
い
た
作
品
の
先
駆
で
あ
る
魯
迅
の
『
孤
独
者
』
、
『
傷
逝
』
(
と
も
に
一
九
二
五
年
執
筆
)
と
、
茅
盾
の
「
蝕
』
(
特
に
「
追

求
」
、
「
追
求
」
は
一
九
二
八
年
執
筆
)
、
『
虹
』
(
一
九
二
九
年
執
筆
)

と
を
対
比
さ
せ
つ
つ
、
中
国
の
小
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
知
識
人
の
問
題
性
に
つ
い

て
、
若
干
の
検
討
を
加
え
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、

い
ま
そ
の
余
裕
が
な
い
。
そ
こ
で
一
点
の
み
に
限
っ
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

そ
れ
は
、
中
国
に
お
け
る
近
代
的
自
我
が
、
そ
の
社
会
的
基
盤
の
脆
弱
さ
の
ゆ
え
に
孤
立
し
た
た
た
か
い
を
強
い
ら
れ
た
中
で
、
屈
折

し
、
あ
る
い
は
反
転
し
た
闘
争
手
段
を
と
っ
て
、
結
局
自
滅
し
て
い
っ
た
例
で
あ
る
。

ウ
ェ
イ
リ
エ
ン
ジ
ュ
ー

「
孤
独
者
』
の
貌
連
支
を
み
て
み
よ
う
o

か
つ
て
の
「
新
党
」
で
あ
る
か
れ
は
そ
の
政
治
的
挫
折
と
そ
の
後
の
失
業
に
よ
る
困
窮
し

た
生
活
、

か
れ
の
生
存
を
希
っ
た
人
の
死
の
あ
と
に
、

「
自
分
の
生
存
を
願
わ
な
い
も
の
た
ち
の
た
め
に
生
き
」
、

「
以
前
自
分
が
憎
悪
し

-83ー

反
対
し
た
す
べ
て
の
こ
と
を
自
ら
実
行
し
、
以
前
崇
拝
し
主
張
し
た
す
べ
て
の
こ
と
を
拒
否
し
」
て
、
封
建
軍
閥
の
顧
問
と
な
り
、
最
後

に
そ
の
正
装
の
軍
服
を
ま
と
わ
さ
れ
て
、

ひ
と
り
死
ん
で
い
く
。
こ
う
し
た
報
復
手
段
の
採
用
は
、
失
敗
者
と
し
て
の
絶
対
的
な
孤
独
、

絶
望
、
そ
し
て
自
滅
を
自
分
の
外
に
お
し
出
し
、
定
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
う
や
く
心
も
軽
く
新
た
な
訪
佳
に
身
を
す
す
め
て
い
く

「
私
」

「
現
連
支
の
異
常
な

(
原
語
「
変
態
的
」
)
報
復
手
段

語
り
手
の

の
い
と
な
み
を
捨
象
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
中
国
の
批
評
家
が
、

は
、
反
抗
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
投
降
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」
と
い
う
と
き
、
十
分
根
拠
の
あ
る
意
見
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

チ
ャ
ン
チ
ウ
リ
ウ

こ
の
説
連
支
式
の
た
た
か
い
か
た
は
、
大
革
命
挫
折
後
の
章
秋
柳
(
「
追
求
」
に
登
場
す
る
女
性
)
の
反
抗
に
継
承
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

に
は
新
た
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
世
紀
末
的
頚
廃
の
影
が
み
ら
れ
る
o

彼
女
は
女
性
を
玩
物
視
す
る
高
慢
な
男
た
ち
を
、

自
ら
娼
婦
と
な
っ

て
、
そ
の
肉
体
の
魅
力
で
足
も
と
に
ひ
れ
伏
さ
せ
、
そ
の
と
た
ん
力
い
っ
ぱ
い
蹴
と
ば
し
た
い
と
い
う
幻
想
に
か
ら
れ
る
。
章
秋
柳
の
場

北
大
文
学
部
紀
要



『
腐

蝕
』
論

合
は
、

の

愛Z
芙2に
のは
反こ
試の
に手
段
tヱ
践
し、

他
の
こ
と

し
で
し
支
う
。
、
だ

こ
れ
に
似
た
併
は
、
接
光
慈
『
密
出
費
額
約
丹

ら
れ
る

こ
れ
ら
の

の
退
期
期
に
対
車
し

敦
北
を
み
と
め
つ
つ
も
全
面
的
降
服
に
甘
ん
じ
え
な
い
も
の
の
孤
独
な

い
を
示
し
て
い

一
一
面
で
は
、
近
代
的
自
設
の
中
心
思
想
で
あ
る
倍
人
主
義
の
、
へ
の
抵
抗
の

の
小
ブ
ル
ジ
3

ワ
知
識
人
が
、
「
新
興
階
級
ハ
労
働
者
階
級
を
指
す
i
i引

m者
〉
の
指
導
に
よ
っ
て
、

し
て
の
有
効
性

を
、
時
間
う
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

と
を
ん
転
覆
し
、
ご
ろ
つ
き
資
本
と
地
主
官
僚
と
の
新
し
い

が
き
り
ひ
ら
か
れ
た
」
と
き
、

は
じ
め
て
、
「
搾
取
税
度

る
自
分
た
ち

し
た
理
想
が
、

は
そ
の
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措
級
と
と
も
に
前
進
し
て

そ
笑
現
で
き
る
こ
と
、
偉
大
な
、
闘
争
す

の
中
で
こ
そ
、

を
つ
い

る
に
い
た
っ

は
、
、
き
わ
め
て

の
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
(
魯
迅

革
命
令
脚
部
位
の
形
成
に
つ
い

っ
て
い
る
三
さ
き
に
述
、
へ

し
た
個
人
主
義
的
た
た
か
い
も
、
条
件
さ
え
そ
ろ
え
ば
、
こ

の
「
時
代
性
会
表
閣
す
る
文
学
」
と
い

で

う
し
た
全
体
鈴
な
展
開
問
に
吸
収
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
先
述
し

に
そ
れ
自
体
の
中
に
《
個
人
主
義
か

で
あ
っ
た
ハ
そ
の
試
み
は
、

へ
》
と
い
う
思
想
的
命
題
を
は
ら
ん
で
い
た
が
、
己
批
』
は
そ
の

の
と
こ
ろ
で
中
断
さ
れ
た
が
〉
。

の
形
象
的
探
究

と
こ
ろ
で
、
小
ブ
ル
ジ
翠
ワ
青
年
の
分
化

し、
ザフ

への〉

に
し
た
が
っ
て
、
か
れ
ら
の
欝

に
横
た
わ

一
方
で
多
く
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、

の
陥
穿
と
し
て
、

む
こ
と
ほ
ど
、
窓
険
な
こ
と

ま
い
。
だ
が
少
く
な
い
青
年
が
そ
こ
へ
お
も
こ
ん
だ
こ
と
は
、

の
垣
間
っ
て
い
る
と

ろ
で
あ
る
。

革
命
史
』

G土

一
次
反
共
高
額
」

の
悶
民
党
統
治
区
の

の
状
議
に
つ
い
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に

し



て
い
る
。「
後
輿
社
の
持
務
系
統

略
称

の
に
と
i
i
l
引
用
者
〉
に

、
非
常

『
三
民

と
よ
ば
れ
る
反
革
命
組
織
が
う
ま
れ
、

に
ひ
き
い
れ

、申立
Li---
各
地
に
、

の
務
神
を
く
じ
い
て
し
支
う
と
こ
ろ
の
世
界

っ
と
も
残
忍
で
も
っ
と
も
恐
怖
に
み
ち
た
ブ
ァ
シ
翠
の

吋
労
働
堂
』

が
設
鵬
慨
さ
れ
て
、
各
地
の
進
歩
的
な
抗
日
青
年
を
逮
擁
・

ら
れ
て
い
た
青
年
男
女
は
、
総
計
一

O
万
1
!
一

て
精
神
的
・
肉
体
的
に
努
痛
と

当
時
、
と
ら
え

の
多
数
に

っ
て
い
た
。
い
っ
さ
い
の
進
歩
的
な
説
日
間
体
、

中
d
w

ぬ
シ
リ
ー
フ

有
名
な
ブ
ァ
シ
ス
ト
の
臣
蔵
擁
立
犬
、
か
教
育
部
長
を
組
校
出
版

物
は
、

し、

っ
、
ぎ
つ
ぎ
に

。
学
校
教
脊
の
う
え
で
も
、

し
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
や
り
か
た
を
う
け
つ
い
で
、

制
震
を
設
龍
、
強
化
し
て
、

ブ
ァ

γ
説
的
愚
民
教
育
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を
実
施
し
た

た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の

ま
た る
O
B
中
戦
争
、
が
生
ん
だ
多
数
の

の
予
備
軍
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
-
学
生

わ
れ
わ
れ
は
こ
の
記
述
に
よ
っ
て
『
腐
議
」
の

は
こ
こ
で
、

、
革
命
陣
営
の

の
最
初
の
作
品

の
章
静
が
は
じ
め
て
自
分
を
与
え

の
ス
パ

っ
た
こ
と

も
思
い
出
す

で
き
る
。

の
こ
と
か
ら
一
つ
の
結
論
を
述
べ
る

作
者
が
謹
窓
明

て
い

額
人
主
義
は
、
特
務
と
し
て
の

社
会
層
に
閤
有
な
性
諮
な
ど
で
な
な
く
、
小
ブ
ル
ジ
翠
ワ
イ

γ
テ
ザ
青
年
の
属
性
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
し
て

ら
の

γ
イ
ナ
ス
的
性
格
は
、

一
つ
の

て
抱
い
て
い
る

と
い
う
よ
り
訂
し
ろ
、

一
方
で
小
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
知
識

人
を
暗
黒
の
陥
鍔
に
お
と
し
い
れ

し
て
、

他
方
で
か
れ
ら
が
暗
黒
を
破
っ
て

に
向
か
う
た
め

べ
き
も
の
と
し
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て、

つ
ま
り
そ
の
「
課
題
」
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
o

一
人
の
青
年
が
「
特
務
」
で
あ
る
と
い
う
事
実
は
あ
ま
り
に
重
い
。
け
れ
ど
も
、
恵
明
の
さ
き
に
み
た
「
復
讐
」
の
情
念
ゃ
、

つ
ぎ
に

引
用
す
る
思
想
は
、

そ
の
「
特
務
」
で
あ
る
こ
と
に
甘
ん
じ
え
な
い
一
人
の
女
性
の
、
孤
立
し
屈
折
し
た
た
た
か
い
の
相
を
示
し
て
い
る

と
い
え
よ
う
。

『
死
ね
ば
そ
れ
ま
で
じ
ゃ
な
い
か
と
、

わ
た
し
何
度
か
考
え
た
こ
と
が
あ
る
の
。

だ
け
ど
今
日
ま
で
こ
う
や
っ
て
死
な
な
い
で
き

た
。
ど
う
し
て
わ
た
し
が
死
な
な
き
ゃ
な
ら
な
い
ん
で
し
ょ
う
o

そ
れ
や
何
か
大
き
な
仕
事
が
あ
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
わ
。
死
ん
だ
っ
て

だ
れ
も
何
と
も
思
い
は
し
な
い
で
し
ょ
う
o

で
も
ね
、

わ
た
し
が
生
き
て
い
れ
ば
、
少
く
と
も
ひ
と
り
ふ
た
り
に
は
、
少
し
ぐ
ら
い
は

居
心
地
の
わ
る
い
思
い
を
さ
せ
て
る
わ
。
こ
ん
な
犬
よ
り
下
等
な
連
中
が
わ
た
し
の
死
骸
を
見
な
が
ら
さ
も
痛
快
そ
う
に
笑
う
な
ん
て

(
%
)
 

こ
と
、
許
せ
る
も
ん
で
す
か
ノ
』
〈
十
三
月
二
十
二
日
〉
0
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五
、
趨
恵
明
の
形
象

そ
の
三

さ
て
、
話
を
物
語
に
も
ど
そ
う
o

そ
の
後
、

恵
明
は
、

追
打
ち
を
か
け
る
か
の
よ
う
に
、

K
と
芹
を
偵
察
せ
よ
、

「
色
じ
か
け
(
原
語

「
恋
愛
万
式
」
)
」
を
用
い
て

K
を
釣
り
上
げ
よ
と
い
う
命
令
を
受
け
る
。
そ
の
後
の
展
開
も
、
ま
た

K
と
淳
に
対
す
る
恵
明
の
矛
盾
し
た
心

理
も
、
け
っ
し
て
単
純
で
は
な
い
が
、
そ
れ
を
こ
こ
で
詳
細
に
追
う
こ
と
は
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
O
K
と
芹
の
側
に
は
、
弾
圧
に
耐
え

て
歴
史
を
前
進
さ
せ
つ
つ
あ
る
集
団
が
存
在
す
る
の
に
、
恵
明
に
は
一
人
の
信
頼
す
べ
き
友
人
も
い
な
い
。

K
た
ち
の
側
に
は
、
特
務
で

あ
る
恵
明
に
対
す
る
当
然
の
警
戒
が
あ
る
o

恵
明
に
は
、
芹
に
対
す
る
嫉
妬
と
羨
望
ゃ
、

か
れ
ら
の
自
分
へ
の
警
戒
に
対
す
る
焦
燥
感
が

あ
る
。
だ
が
恵
明
が
、
そ
う
し
た
両
者
の
間
の
壁
を
こ
え
、

わ
が
身
の
危
険
を
冒
し
て
、

K
た
ち
の
部
署
に
潜
伏
す
る
ス
バ
イ
の
存
在
を



彼
女
の
中
に
あ
る
一
片
の
人
間
性
の
得
が
た
い
勝
利
へ
の
一
歩
で
あ
っ
た
。

後
、
特
務
仲
間
の
暗
闘
の
一
つ
を
清
算
す
る
た
め
に
犬
死
さ
せ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
彼
女
の
生
涯
の
暗
黒
部
に
最
後
の
小
さ
な
一
灯
を
と

教
え
た
の
は
、

そ
の
こ
と
は
、

か
り
に
彼
女
が
小
昭
の
死

も
し
た
で
あ
ろ
う
し
、

も
し
彼
女
が
更
生
の
道
に
進
む
こ
と
が
で
き
た
場
合
は
、

ま
ぎ
れ
も
な
く
そ
の
第
一
歩
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ

っ
た
。

小
昭
の
死
を
知
っ
た
あ
と
の
虚
脱
状
態
を
の
こ
し
た
ま
ま
、
「
大
学
区
」
へ
移
っ
て
く
る
。
彼
女

は
そ
こ
の
郵
便
局
で
検
閲
の
仕
事
に
た
ず
さ
わ
る
こ
と
に
な
る
。
物
語
は
こ
こ
か
ら
後
半
に
は
い
る
o

と
こ
ろ
が
作
者
に
よ
る
と
、
こ
の

後
半
部
は
、
越
恵
明
に
更
生
の
道
を
与
え
て
ほ
し
い
と
い
う
読
者
の
要
求
に
し
た
が
っ
て
、
小
昭
の
死
の
と
こ
ろ
で
完
結
す
る
は
ず
で
あ

ひ
き
の
ば
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
o

一
九
四
一
年
の
元
旦
、
趨
恵
明
は
、

っ
た
当
初
の
計
画
を
変
更
し
、

」
の
部
分
の
筋
の
運
び
に
若
干
の
無
理
が
あ
る
こ
と
は
、

(
加
)

早
く
か
ら
小
野
忍
氏
が
指
摘
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

こ
の
『
腐
蝕
』
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と
い
う
題
名
の
つ
け
か
た
な
ど
か
ら
考
え
て
も
、
作
者
が
趨
恵
明
に
「
絶
路
」
(
出
口
な
し
〉
を
与
え
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
と
、
想
像
で
き

な
い
こ
と
は
な
い
。
し
て
み
る
と
、
作
者
が
、
読
者
の
要
求
を
き
き
い
れ
る
こ
と
に
し
た
と
き
、
そ
の
最
大
の
努
力
は
、
文
学
的
リ
ア
リ

テ
ィ
を
傷
つ
け
る
こ
と
な
く
、
趨
恵
明
に
更
生
の
道
を
与
え
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
と
い
う
点
に
、

そ
そ
が
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
結
果
見
い
だ
さ
れ
た
の
が
、

N
で
あ
る
o

五
、
六
年
前
の
恵
明
同
様
、
「
誘
惑
さ
れ
強
迫
さ
れ
て
、
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
ま
ま
、

一
歩

年
幹
部
」
)
と
か
ら
そ
の
肉
体
を
狙
わ
れ
て
い
る
。

一
歩
破
滅
の
道
を
進
み
」
つ
つ
あ
る
流
亡
女
子
学
生
で
あ
る
o

彼
女
の
場
合
も
、

「
院
南
事
変
」
後
の
、

F
と
老
俵

グ
ラ
ス
の
人
数
が
一
日
で
二
十
数
人
も
減
っ
て
し
ま
う
と
い
う

(
奨
学
金
を
一
人
で
コ
一
人
分
せ
し
め
て
い
る
「
青

気
ち
が
い
じ
み
た
情
勢
の
中
で
、
彼
女
が
自
分
の
同
級
生
を
売
っ
た
り
で
き
ぬ
こ
と
、
ま
た
国
民
党
と
共
産
党
と
の
団
結
を
願
っ
て
、
そ

の
こ
と
を
学
生
た
ち
の
前
で
口
に
出
し
た
り
す
る
こ
と
が
、
彼
女
を
窮
地
に
追
い
こ
ん
で
い
く
。
結
局
、
恵
明
は
こ
の

N
を
窮
地
か
ら
救

北
犬
文
学
部
紀
要



位 2老

廃

設
議

い
、
だ
し
て
、

の
父
譲
の

で
い
る
綿
織
東

へ
送
る
と
い
う
息
詰
犠
牲
的
な
有
為
に
よ
っ
て
、

は
じ
め

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
d

ス
ト

i
リ
ー
は
推
理
小
説
も
ど
き
に

ザ
ヰ
ノ
で
進
仔
し
、
恵
問
問
の

そ
れ
ほ
ど
複
雑
で
は
な
い
。
こ
こ

で
重
要
な
の
は
、

一
つ
は
、
そ
の

自
分
会
救
レ
た
い
と
い
う
欲
求
と
、

し
て
あ
ら
わ
れ
、
そ

そ
う
に
な

に
対
し
て
、 に
不
安
な
繋
を
与
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
俄
の
一
つ
は
、
そ
の
よ
う

は
、
物
語
の
展
鵠
聞
に

K

じ
け

れ
が
最
後
ま
で
こ
の

ら
の

一
つ
の

る
こ
と
に
よ
っ
て
、

し、

わ
ば
外
部
か
ら
カ
を
加
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
わ
た
し
は
、
こ

の
問
題
に
つ
い
て
、

い
で
検
討
を
加
え
る

と
に
し
た
い
。

最
初
に
窓
現
在
遊
説
状
態
か

れ
ら
は
譲
女

い
だ
し
た
の
は
、

K

っ
た
。

い
れ
て
、

で
に
身
体
検
査
を
す
ま
必

譜
伏
し
て
い
た
病
原
蕗
も
発
見
さ
れ

の
休
息
が

必
要
と
な
っ

彼
女
は
安
心
し
て
い
い
。
む
し

か
れ
ら
は
気
が
か

た
び
に
、
こ
も
ご
も
演
慨
と
憂
惑
と
に
か
ら
れ
る

る
の

は
き
っ
と
新
し

-88 

し、

こ
と
が
で
き
る
。
無
数
の
友
曹
の
手
が
後
女
を
さ
し
ま
ね
い
て
い
る
己
(
一

〕
の
手
紙
に
よ
っ
て
、
彼
女
は
、
自
分
に
ま

の
残
り
火
の
あ
る
こ
と
、
自
分
が
ま
っ

の
孤
独
で
は
な
い

と
を
感
乙
、
「
だ

が
、
わ
た
し
は
ど
の
よ
う
に
し
て

い
生
活
を
創
造
す
ベ

?
一
と
考
え
こ

一
の
手
紙
は
魯
迅
の
「
学
夏
小
集
」
〈
川
口
ぷ
介
移
鰍
押
す
〈
宋
続
』
)
)
か
ら
の
抜
き
警
き
で
あ
る
。

う

え

ん

ろ

う

宮

ハ
義
子
)
は
、
『
上
に
あ
っ
て
は
島
鳶
に
食
わ
れ
、
下
に
あ
っ
て
は
蟻
蟻
ハ
け
ら
と
蟻
)
に
食
わ

死
後
の
身
体
は
、

ど
う

な
ろ
う
と
か
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
、
ど
の
み
ち
、
結
果
は
部
門
じ
な
の
だ
か
ら
、

と
考
え

弘、工、
1
t
 

ほ
ど
闇
達
に
は

ぃ
。
か
り
に
私
の
血
や
肉
を
動
物

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
ら
、
ど
う



は
や
ぶ
さ

虎
や
鷹
や
隼
に
食
わ
せ
た
い
。
か
さ
か
き
犬
、
ど
も
に
は
、

一
片
た
り
と
も
や
り
た
く
な
い
。

獅
子
や
虎
や
鷹
や
隼
を
肥
え
さ
せ
れ
ば
、
彼
ら
は
天
空
に
、
岩
頭
に
、
砂
漠
に
、
密
林
に
、
雄
壮
な
る
美
観
と
な
る
で
あ
ろ
う
し
、

捕
え
て
動
物
園
に
置
い
て
も
、
殺
し
て
剥
製
と
し
て
も
、
見
る
人
を
悦
惚
た
ら
し
め
、
卑
し
い
心
を
消
し
去
ら
し
め
る
で
あ
ろ
う
o

だ
が
か
さ
か
き
犬
ど
も
を
肥
え
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
、
む
や
み
に
馳
け
ま
わ
り
、
吠
え
立
て
る
だ
け
で
、

さ
ぞ
う
る
さ
い
こ
と
だ
ろ
う

/
」
(
竹
内
好
訳
。
岩
波
旧
版
「
魯
迅
選
集
』
十
二
巻
)
。

「
半
夏
小
集
」
は
、

一
九
三
六
年
七
月
に
、

病
気
と
「
国
防
文
学
論
戦
」
と
の
中
で
書
か
れ
た
(
魯
迅
の
死
は
同
年
十
月
十
九
日
)
0

い
ま

わ
れ
わ
れ
が
そ
こ
に
収
め
ら
れ
た
九
篇
の
短
い
文
章
を
読
む
と
き
、

そ
の
感
想
は
複
雑
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
中
国
の
労
働
人

民
が
、

そ
の
抗
日
統
一
戦
線
を
、

い
ま
ま
で
の
憎
む
べ
き
仇
敵
を
も
同
盟
者
に
変
え
て
つ
く
り
だ
し
て
い
く
過
程
の
、
陣
痛
の
坤
き
が
そ

そ
の
こ
と
に
は
こ
こ
で
ふ
れ
な
い
。
こ
の
引
用
さ
れ
た
文
章
の
『
腐
蝕
』
の
中
で
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
こ
と
さ
ら
説
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こ
に
は
あ
る
が
、

明
す
る
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
o

茅
盾
自
身
が
一
九
四
二
年
に
書
い
た
旧
詩
に
、
一
「
縛
天
鷹
隼
困
藩
淘
、
拝
月
狐
狸
戴
墨
旗
。
落
落
人
間

う

よ

う

じ

ゅ

ん

は

ん

と

ん

く

る

べ

ん

り

ゅ

う

せ

き

そ

ば

時
笑
寂
、
側
身
北
望
思
悠
悠
o
」
(
天
を
持
つ
鷹
隼
藩
溜
に
困
し
み
、
月
を
拝
す
狐
狸
孟
旅
を
裁
く
。
落
務
た
る
人
問
時
笑
寂
と
し
て
、
身
を
側
め
て
北

を
望
め
ば
思
ひ
悠
悠
。
)
と
詠
じ
た
の
も
、
こ
の
魯
迅
の
文
章
を
受
け
て
い
ん
い
)

と
こ
ろ
が
、
こ
の
手
紙
を
受
け
と
っ
た
と
き
の
越
恵
明
の
反
応
は
、
こ
の
文
意
を
か
な
ら
ず
し
も
そ
の
ま
ま
理
解
し
て
は
い
な
い
も
の

へ

ん

ふ

と

の
よ
う
で
あ
る
。
彼
女
は
、
「
変
な
話
/
か
さ
か
き
犬
を
肥
ら
せ
る
た
め
に
自
分
を
食
わ
せ
た
い
な
ん
て
思
う
酔
狂
な
も
の
が
い
る
だ
ろ

う
か
ノ
」
と
つ
ぶ
や
い
て
、
も
っ
ぱ
ら
そ
の
筆
蹟
が
な
じ
み
の
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、
自
分
の
指
定
し
た
あ
て
名
に
若
干
の
ち
が
い
が

あ
る
こ
と
の
ほ
う
に
気
を
と
ら
れ
て
、
あ
れ
こ
れ
と
気
を
ま
わ
す
。
い
さ
さ
か
わ
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
作
者
の
用
意

を
見
る
べ
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

つ
ま
り
、
彼
女
が
こ
こ
で
こ
の
文
意
を
つ
か
め
な
く
と
も
、
こ
の
文
章
は
彼
女
に
対
し
て
、

そ
の
新

北
大
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学
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主義

し
い
生
き
方
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
結
局
、
彼
女
に
と
っ
て
誌
、
自
分
自
身
の
行
為
に
よ
っ
て
、

で"

か
さ
か

を
食
わ
せ
」
て
き
た
生
活
宏
、
告
分
の
罪
を
も
い
さ
さ
か
と
も
洗
い
う
る
形
で
、
現
出
す
る
こ
と
が
必
要
な
の

そ
し
て
、

そ
の
よ
う

な
行
為
が
、

N
の
救
出
と
し
て
、

に
よ
っ
て

て
い
く
の

事
撃
の

に
よ
っ
て
、

れ
て
、
そ
の

へ
一
歩
宏
踏
み
だ
し
た
あ
と
、
恵
昭
如
は
つ
、
ぎ
の
よ
う
な
夢
を
見
る
。

hγ

る
け
れ
ど
も
、
小
論
の
テ
ー
マ
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
る
か

の

し
た
い
。

原
野
を
、
わ
た
し
と

N

り
あ
っ
て
、

歩

い
て
い
る
。
ひ
っ
そ
り
と
し
て
、

は
て
し
な
く
広
が

っ
た
原
野
だ
。
ょ
く
知
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
よ
う

ま
た
見
知
ら
ぬ
と
こ
ろ
の
よ
う
で
も
あ
る
。
組
地
に
は
、

の
足
跡
、
が

一
面
に
つ
い
て
い
る
。
で
も
、
人
聞
の
足
跡
も
あ
る
。
わ
た
し
た
ち
は
ま
ち

す
す
ん
だ
。
議
く
か
ら
調
子
の
よ
い
こ
え
る
。
だ
が
敬
で
は
な
い
。
ち
ょ
う
ど
労
働
す
る
人
々
が

7
一
イ
ホ
!
?

ぬ
よ
う
に
人
罷
の
見
鯨
を
見
分
け
な
が
ら
、

さ
き
へ

と
掛
け
声

号。一

を
か
け
て
い
る
よ
う
だ
。

い
に
さ
つ
と
人
影
が
現
わ
れ
た
。
た
し
か
に

K
と
弾
だ
。

ち
ら
に
向
か
っ
て
大
声
で
叫
ん
で

、

〉

3

1uv
マ
戸
、
《

い
で

、，
I

V

-

う
し
ろ
か
ら
追
っ
か
け
て
き
て
ま
す
よ
/
』

わ
た
し
は

て
て
ふ
り
か
え
っ
た
。

い
霧
叫
が

」
め
て
い
て
、

の
姿
は
よ
く
見
え
な
い
。

V

ふ
と
ず
汗
の
ほ
う

ら

も
う
い
な
い
。

わ
た
し
は
ど
ぎ
笈
ぎ
し
て

，，-
G 

『

N
、
告
の
の
人
た
ち
ど

へ
い
っ
た
ん
で
し
ょ
う

ι

ぃ
。
見
る
と
、

わ
た
し
と
手
を
つ
な
い
で
い
る
の
は
、
な
ん
と

N
で

は
な
く
て
小
昭
な
の

わ
た
し
は
欝
喜

づ
ま
あ
、
あ
な
た
は
ま
だ
:
:
:
』

い
い
終
え

ち
に
、
小
昭
は
さ
っ
と

上
衣
の

し、

i
l
i
わ
た
し
は
あ
っ
と
叫
ん
だ
。
襟
の
内
側
、
が
、
肉
体
で
は
な
く
て

同
」
ふ
み

P
ふ

、

冶

O

脚

t
ず
し
カ

ゴ
叩
予
為
、

ず
カ

っ
た

防
骨
の
内
側
で
、

い
心
臓
が
、
熱
く
教
え
な
が
ら
、
と
つ
と
っ

て
い
る
の
だ
:
:
:
」

茅
震
の
騎
筆
集

の
中
に
つ
沙
灘
上
的
構
跡
」
と
い

〈。

の
文
中

の



足
跡
、
人
間
の
名
を
か
た
る
妖
怪
の
足
跡
、

ま
た
光
明
を
追
求
す
る
人
聞
を
た
ぶ
ら
か
す
鬼
火
な
ど
に
満
ち
た
砂
洲
を
、

ひ
と
り
の
人
間

が
、
自
分
の
心
臓
の
火
を
た
よ
り
に
、
砂
に
埋
も
れ
た
真
実
の
人
間
の
足
跡
を
見
さ
だ
め
な
が
ら
歩
い
て
い
く
、

の
ち
に
は
そ
の
足
跡
が

同
一
方
向
に
む
か
つ
て
し
だ
い
に
数
多
く
に
な
っ
て
い
く
光
景
を
描
い
た
。
心
臓
の
火
の
形
象
は
、

お
そ
ら
く
、
暴
風
雨
の
密
林
を
民
衆

を
導
い
て
、
自
分
の
心
臓
の
火
を
高
く
か
か
げ
て
進
む
あ
の
ダ
シ
コ
の
民
話
(
ゴ
l
リ
キ
i

『
イ
ゼ
ル
ギ
リ
婆
さ
ん
ち
か
ら
借
り
た
も
の
で
あ

ろ
う
が
、
茅
盾
の
文
章
で
は
ひ
と
り
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
心
臓
の
火
を
か
き
た
て
て
進
ん
で
い
く
。
そ
こ
に
、
『
蝕
』
か
ら
『
虹
』

に
い
た
る
あ
い
だ
の
か
れ
の
思
想
と
自
覚
が
反
映
さ
れ
て
い
る
o

茅
盾
は
、
こ
の
象
徴
的
な
文
章
を
『
腐
蝕
』
に
用
い
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
、

か
れ
が
「
白
楊
札
讃
」
や
「
風
景
談
」
で
同
じ
く
象
徴
的
に
描
き
だ
し
た
解
放
区
人
民
の
新
し
い
集
団
的
な
労
働
や
闘
争
を
背
景

と
し
て
、

「
沙
灘
上
的
脚
跡
」
に
ま
だ
見
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
明
る
さ
を
一
方
に
帯
び
て
い
る
の
で
あ
る
o

小
昭
の
心
臓
の
火
が
恵

唱
-
A
Q
U
 

明
の
道
を
照
ら
し
て
い
る
。

「
わ
た
し
は
自
分
の
『
行
動
』
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
自
身
を
立
て
直
そ
う
。
」
「
最
後
に
、
わ
た
し
が
の
こ
る

o
i
lふ
ん
、
わ
た
し

は
も
う
ず
い
ぶ
ん
な
が
い
あ
い
だ
辛
抱
し
て
き
た
。
:
:
:
あ
と
し
ば
ら
く
の
辛
抱
な
ど
な
ん
で
も
な
い
。
三
カ
月
、
六
カ
月
、

年
が

か
り
で
も
や
り
ぬ
く
つ
も
り
だ
。
」
(
二
月
十
日
〉
0

こ
の
際
に
こ
そ
、
男
の
よ
う
な
手
腕
と
面
白
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
と
彼
女
は
思
い
つ
め
る
o

物
語
は
こ
こ
で
終
わ
る
o

最
後
の
二
月
十
日
の
章
は
?
い
ま
ま
で
彼
女
に
つ
き
ま
と
っ
て
き
た
罪
の
意
識
と
不
安
感
が
払
拭
さ
れ
て
、

決
然
と
し
た
語
気
で
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
前
々
日
の
章
で
、

N
が
「
わ
た
し
た
ち
の
目
の
前
に
は
、
新
し
い
天
地
が
開
け
て

い
て
、

わ
た
し
た
ち
は
そ
こ
で
人
聞
に
生
ま
れ
変
わ
る
の
よ
」
と
語
り
か
け
る
の
に
対
し
て
、
罪
の
意
識
に
悩
ま
さ
れ
て
鳴
咽
す
る
趨
恵

明
の
姿
と
比
べ
て
み
る
と
よ
い
。
こ
こ
に
わ
れ
わ
れ
は
、
犯
罪
者
と
し
て
の
恵
明
を
救
い
あ
げ
る
た
め
に
作
者
が
払
っ
た
リ
ア
リ
ス
ト
と

北
大
文
学
部
紀
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『腐

官虫
Lコ

ru詰

し
て
の
努
力
を
み
る
『
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、

に
も
拘
ら
ず
、

そ
れ
が
十
分
の
立
体
感
と
統
一
感
と
を
も
っ
て
わ
れ
わ
れ
に
鮮
明
な
印
象

を
与
え
え
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
否
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
の
こ
と
は
、
魯
迅
の

「
半
夏
小
集
」
中
の
一
文
を
、

さ
き
に
み
た
よ

う
に
、
恵
明
と
感
情
的
に
直
接
ふ
れ
あ
わ
な
い
形
で
挿
入
し
た
こ
と

(
あ
の
夢
で
さ
え
、
恵
明
に
与
え
た
印
象
は
、
前
進
的
な
も
の
と
い
う
よ
り
不

安
感
の
ほ
う
が
つ
よ
い
よ
う
に
、
わ
た
し
に
は
と
れ
る
)
と
も
関
連
が
あ
り
、
主
人
公
に
救
い
を
与
え
る
こ
と
に
対
す
る
作
者
の
イ
メ
ー
ジ
が
十

分
成
熟
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

茅
盾
自
身
は
、

か
れ
が
読
者
の
需
め
に
こ
た
え
て
、
恵
明
に
更
生
の
道
を
与
え
た
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
、
後
年
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
o

「
こ
れ
ら
の
(
欺
か
れ
脅
迫
さ
れ
て
特
務
組
織
内
に
お
ち
こ
ん
だ
多
く
の
青
年
の
|
!
引
用
者
)
共
犯
者
た
ち
(
た
と
え
こ
れ
ら
の
共
犯
者
の
手
が

点
か
ら
み
て
、

血
で
汚
れ
て
い
よ
う
と
も
)
を
分
裂
さ
せ
解
体
す
る
た
め
に
、
『
腐
蝕
』
の
趨
恵
明
に
更
生
の
道
を
与
え
る
こ
と
は
、
当
時
の
宣
伝
方
策
の

わ
る
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
」

-92 ~ 

こ
の
個
所
も
含
め
て
、

一
九
五
四
年
に
書
か
れ
た

「
『
腐
蝕
』
後
記
」
に
は
、

作
品
の
中
に
み
ら
れ
る
主
人
公
に
対
す
る
同
情
と
批
判

と
の
バ
ラ
ン
ス
が
く
ず
れ
て
、

や
や
冷
た
く
っ
き
放
し
た
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
る
o

し
か
し
、
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
た
「
宣
伝
方
策
」
上
の
意

図
と
人
物
形
象
の
合
理
的
な
発
展
と
の
葛
藤
の
克
服
が
、
作
者
の
課
題
と
し
て
十
分
に
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る

o
N
を

救
う
と
い
う
恵
明
の
行
為
は
、
明
ら
か
に
『
狂
人
日
記
』
の
結
末
の
「
人
聞
を
食
っ
た
こ
と
の
な
い
こ
ど
も
は
い
る
だ
ろ
う
か
。
こ
ど
も

を
救
え
:
:
:
」
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
や
や
唐
突
な
感
じ
を
与
え
る
『
狂
人
日
記
』
の
結
末
が
、
「
狂
人
を
あ
し
も
と
か
ら
ひ
っ
さ
ら

っ
て
完
結
し
た
暗
黒
に
対
す
る
、
作
者
自
身
の
態
度
の
直
接
の
表
明
」
で
あ
る
の
に
対
し
、

『
腐
蝕
』
の
場
合
は
、

作
者
の
似
か
よ
っ
た

動
機
に
発
し
な
が
ら
、

不
十
分
と
は
い
え
か
な
り
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
獲
得
し
え
て
い
る
の
は
、
暗
黒
を
う
ち
破
っ
て
自
ら
光
明
を
も
た
ら



さ
ん
と
す
る
集
団
が
す
で
に
確
か
な
歩
み
を
す
す
め
つ
つ
あ
る
た
め
で
あ
り
、

ま
た
遡
恵
明
が
ス
ト
ー
リ
ー
の
発
展
を
さ
さ
え
る
に
足
る

だ
け
の
個
有
性
(
一
定
の
階
級
・
階
層
・
性
格
・
経
歴
な
ど
)
を
持
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
o

さ
て
、
そ
の
後
の
恵
明
は
ど
う
な
っ
た
か
。

作
者
は
、
こ
の
日
記
が
重
慶
の
と
あ
る
防
空
壕
内
で
拾
得
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
虚
構
し
て
い
る
。
そ
の
経
緯
を
記
し
た
序

お
お
や
け

文
の
中
で
、
こ
の
日
記
を
公
に
す
る
の
は
、
「
こ
れ
を
借
り
て
、

青
年
の
幸
福
に
関
心
を
も
っ
世
の
人
々
に
、

今
日
の
青
年
た
ち
が
生

活
上
の
圧
迫
と
知
識
の
飢
餓
だ
け
で
な
く
、

さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
口
に
言
い
が
た
い
苦
痛
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
訴
え
て
、

よ
り
い
っ
そ

う
の
ご
注
意
を
お
願
い
す
る
し
た
め
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
述
べ
た
の
ち
に
、
作
者
は
さ
ら
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
き
添
え
る
。

「
こ
の
日
記
の
筆
者
が
も
し
な
お
こ
の
世
に
お
ら
れ
る
な
ら
ば
、
ど
う
か
わ
た
く
し
の
失
礼
を
許
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
も
し
不
幸

に
し
て
す
で
に
こ
の
世
に
お
ら
れ
な
い
な
ら
ば
、
そ
の
霊
魂
の
安
ら
か
な
ら
ん
こ
と
を
祈
る
。
」

こ
の
作
品
全
体
か
ら
、
主
人
公
に
対
す
る
作
者
の
鎮
魂
の
思
い
の
、
深
く
つ
ら
ぬ
い
て
い
る
の
を
感
じ
と
る
の
は
、
わ
た
し
だ
け
の
独

円
台

υqu 

り
勝
手
な
感
想
で
は
あ
る
ま
い
。
わ
れ
わ
れ
が

N
の
脱
出
成
功
と
恵
明
の
死
と
を
想
像
す
る
と
き
、
こ
の
一
人
の
女
特
務
の
自
己
と
環
境
と

ま
、
ぎ
れ
も
な
く
中
国
革
命
の
大
道
の
小
さ
な
捨
石
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
つ
よ
く
感
じ
る
の
で
あ
る
。

に
対
す
る
た
た
か
い
が
、

お

わ

り

以
上
、

わ
た
し
は

『
腐
蝕
』
を
書
い
た
時
期
の
茅
盾
の
生
活
と
閲
歴
、

『
腐
蝕
』
に
お
け
る
《
現
実
暴
露
》
の
方
法
と
内
容
、

お
よ
び

そ
の
暴
露
の
創
造
方
法
上
の
位
置
づ
け
、
越
恵
明
の
形
象
(
典
型
)

の
社
会
的
位
置
づ
け
、

『
腐
蝕
』

の
物
語
の
展
開
の
は
ら
む
問
題
な

ど
に
つ
い
て
分
析
を
こ
こ
ろ
み
、
私
見
を
述
べ
て
き
た
o

ま
た
、
茅
盾
の
文
学
の
基
本
的
な
創
造
方
法
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。
わ
た
し

が
あ
つ
か
っ
た
範
囲
だ
け
に
限
っ
て
み
て
も
、

ま
だ
疑
問
点
は
多
く
、

わ
れ
わ
れ
研
究
者
間
の
議
論
も
き
わ
め
て
不
足
し
て
い
る
よ
う
に

北
大
文
学
部
紀
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腐

蝕

論

思
わ
れ
た
o

ま
し
て
、

『
腐
蝕
』
の
は
ら
む
問
題
は
、
け
っ
し
て
こ
れ
に
つ
き
な
い
。
諸
氏
の
す
で
に
ふ
れ
て
お
ら
れ
る
問
題
で
、
自
分

な
り
に
考
察
を
加
え
た
い
と
思
い
な
が
ら
ふ
れ
る
余
裕
な
し
に
終
っ
た
も
の
も
多
い
。
例
を
あ
げ
れ
ば
、

日
記
形
式
の
中
国
に
お
け
る
伝

統
の
問
題
(
わ
た
し
は
『
疹
非
女
士
的
日
記
」
に
若
干
ふ
れ
た
に
と
ど
ま
り
、

ま
た
『
狂
人
日
記
』
に
も
わ
ず
か
し
か
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
て

こ
の
形
式
と
読
者
と
の
問
題
な
ど
が
あ
る
o
ま
た
こ
の
形
式
の
も
つ
抽
象
性
の
問
題
も
あ
る
。
『
腐
蝕
』
は
、
茅
盾
の
長
篇
小
説
の
中
で
、

も
っ
と
も
芸
術
的
完
成
度
の
高
い
作
品
と
い
え
る
が
、
そ
の
完
成
度
は
ほ
と
ん
ど
こ
の
形
式
の
も
つ
抽
象
性
に
さ
さ
え
ら
れ
て
い
る
と
思

ぅ
。
茅
盾
が
、
も
し
遡
恵
明
の
罪
状
を
具
体
的
に
描
写
し
た
ら
、
こ
の
作
品
の
展
開
は
も
っ
と
異
な
っ
た
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
を

過
去
の
こ
と
と
し
て
出
発
し
た
た
め
に
、
現
在
み
る
よ
う
な
作
品
に
な
り
え
た
の
で
は
な
い
か
。
も
し
三
人
称
体
で
書
い
た
ら
ど
う
な
る

か
。
茅
盾
の
生
活
体
験
と
材
料
と
で
は
と
う
て
い
た
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
o

ま
し
て
あ
の
よ
う
な
生
活
の
中
で
そ
れ
を
や

り
と
げ
る
こ
と
は
、
事
実
上
無
理
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
さ
え
思
う
o

や
は
り
、
こ
の
日
記
形
式
も
、
戦
争
と
い
う
現
実
が
茅
盾
に
強
い
た
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も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
o

『
狂
人
日
記
』
と
同
じ
く
暴
露
の
衝
迫
が
こ
の
形
式
を
選
ば
せ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
o

ま
た
『
子
夜
』
の
諸
人
物
が
つ
い
に
類
型
的
な
る
欠
陥
を
免
れ
て
い
な
い
の
に
、

『
腐
蝕
』
の
越
恵
明
が
い
き
い
き
し
て
い
る
の
は
な

ぜ
か
o

こ
の
問
題
も
、

日
記
形
式
と
関
係
が
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
以
外
の
も
っ
と
重
要
な
要
素
(
典
型
論
の
問
題
)
も
あ
る
と
思
う
o

恵
明
が

周
定
慧
、
孫
舞
陽
、
章
秋
柳
、
梅
行
素
、
張
素
素
の
系
列
に
立
つ
形
象
で
あ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
解
放
区
の
文

学
、
の
ち
の
「
人
民
文
学
」
と
の
関
連
の
中
で
の
『
腐
蝕
』
の
位
置
づ
け
の
問
題
で
あ
る
o

そ
の
他
に
も
な
お
多
く
の
問
題
点
が
あ
る
で

あ
ろ
う
o

そ
う
し
た
も
の
の
追
究
を
今
後
の
課
題
と
し
て
の
こ
し
、

い
ま
は
し
ば
ら
く
つ
ぎ
の
こ
と
ば
を
も
っ
て
結
び
と
し
た
い
。

『
腐
蝕
』
も
、
『
屈
原
』
と
同
じ
く
、
抗
戦
期
中
国
の
現
実
が
、
作
者
茅
盾
に
強
い
た
一
つ
の
た
た
か
い
の
形
式
で
あ
り
、
民
族
的
憤
怒

と
、
作
者
の
資
質
や
蓄
積
を
十
分
に
結
び
つ
け
て
、

み
ず
み
ず
し
く
聞
い
た
作
品
で
あ
る
o

そ
れ
は
越
恵
明
と
い
う
形
象
を
彫
り
上
げ
、



現
実
の

の
発
展
と
長
震
の

し
た
。
こ

に
お
い
て
、

らは
ぬじ
いめ
たて
ーそ
つの
の統
託子 A

しL的
と達
な成
っせピ
ナよ み
のた
で。

あこ
るの
O 

/¥  

九
必
一
一
年
十
月
二
十
日
〉

注

(

1

)

と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
九
悶
八
年
数
録
。
吋
新
総

代
市
町
悶
仏
側
nm

〈
一
九
六
六
年
、
筑
臨
勝
機
関
日
一
刻
収
。

ハ
2
〉
「
茅
同
畑
伝
」
一
ふ
ん
問
問
八
年
執
銭
。
吋
品
管
送
球
林
記
』
〈
…
九
凶
九
年
。
没

然
評
論
社
)
所
収
。

ハ
3
〉
本
章
の
記
淡
は
、
主
矛
活
文
集
』
〈
人
隠
す
〈
川
や
お
絞
社
)
全
十
単
告
に
和
紙

め
ら
れ
た
作
め
の
後
記
、
補
記
縮
棋
を
築
中
小
資
料
と
し
、
つ
ぎ
の
す
〈
鰍
℃
織

っ
た
む

終
欣
ぺ
一
九
一
一
一
七
年
議
一
九
四
日
和
叫
ん
ゆ
新
関
内
界
大
事
記
一
吸
い
。
減
税
務
階
級
編
「
中

開
問
現
代
出
妓
史
料
村
い
ず
…
綴
上
巻
(
一
九
五
九
年
、
中
務
復
鈴
〉
一
所
収
。

刊
紙
群
「
『
文
護
陣
地
い
婚
件
後
L
o

町
中
国
現
代
文
敵
機
資
料
数
刊
』
第
一
奪
三

九
六
二
年
、
上
山
総
文
整
制
山
絞
社
〉
所
収
。

イ
エ

γ
3
ミ
ン

菜
子
材
料
吋
泳
中
矛
盾
四
十
年
品
約
文
学
滋
路
岡
山
ハ
一
九
六
三
年
、
上
海
文
怒
山
凶

販
後
〉
。

ま
た
、
つ
ぎ
の
各
文
献
党
参
考
に
き
ぜ
て
い
た
だ
い
た
。

十
米
双
都
立
大
尚
子
市
↑
溺
文
学
紛
究
室
一
編
「
茅
停
泊
評
論
開
銀
」
〈
縫
訂
絞
)
。
同

研

究

室

一

総

創

刊

第

五

条

〈

所

収

。

偶
人
の

の
追
究
、

竹
内
好
氏
の
い

一
致
さ
せ

の
三
者
法
、

'0 

小
野
忍
「
茅
扇
」
三
、
人
と
作
品
〉
…
九
令
…
係
改
務
。
『
品
甲
南
関
の
現
代

文
学
い
〈
…
九
七
二
年
、
東
京
大
学
総
級
会
〉
所
収
。

(

4

)

タ
滋
{
1

談
仏
札
4

単
一
遠
品
約
府
指
紋
」
、
一
災
家
都
立
大
学
中
間
同
文
川
小
研
究
山
道
~
…
綴

測
は
合
条
綴
評
論
集
』
第
一
一
銭
ハ
…
九
五
八
年
)
一
般
的
帆
。

ハ
5
〉
匁
訳
、
竹
内
好
訳
コ
際
沈
四
月
閥
聞
記
」
。
門
中
間
現
代
文
学
選
集
n
b

十
五

〈
一
九
六
二
匁
、
不
凡
社
〉
一
次
収
。

(
自
)
「
大
後
方
」
泳
、
抗
日
戦
争
中
の
潟
水
必
綴
区
(
「
給
総
区
eb
、
前

線
引
抗
戦
昨
叫
ん
〉
に
対
す
る
後
方
の
う
み
や
附
関
車
内
党
統
治
区
合
い
う
係
動
wo

ハ
7
〉
気
訳
、
小
川
調
味
州
問
訳
「
開
州
淡
の
諮
L
。
「
北
斗
い
問
胤
内
ィ
ハ
…
九
五
五

和
十
〉
一
政
棋
戦
c

ハ
8
〉
「
特
務
文
学
」
は
淡
援
に
は
特
務
工
作
間
関
一
次
総
い
た
文
学
を
指
す
。

茅
盾
「
サ
人
跡
地
一
節
約
感
想
」
〈
一
九
辺
五
年
、
前
倒
問
問
茅
活
評
論
袋
内
向
第
二

集
)
で
は
削
却
に
「
開
制
諜
文
学
」
と
い
う
。
関
門
努
論
集
に
収
め
ら
れ
た
「
八

年
祭
文
線
工
作
的
成
菜
及
綴
向
い
ハ
…
九
附
間
五
年
〉
、
「
か
い
い
次
激
派
任
追
下

・
や
や
和
発
展
的
革
命
文
献
鍛
」
ハ
ブ
九
凶
九
年
)
に
よ
っ
て
み
て
も
、
…
え
沼

O
和
サ
代
の
国
民
党
統
治
ほ
の
「
大
政
翼
祭
会
的
」
な
文
学
を
代
表
す
る
ほ

と

ん

ど

唯

一

の

作

品

料

併

で

ふ

る

。

特

務

機

関

と

筏

援

な

関

m 
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腐

官虫
Ib 

=./'. 

民間

係
が
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
。
後
日
を
期
し
た
い
。

(

9

)

何
其
芳
「
文
琴
、
的
堕
落
」
一
九
四
六
年
。
『
関
干
現
実
主
義
』
(
一
九

チ
シ
ョ
ウ
リ
シ

六
二
年
、
上
海
文
萎
出
版
社
)
所
収
。
作
品
例
は
、
荊
有
麟
「
間
諜
夫

チ
エ
シ
チ
ユ
ア
ン

人
」
。
何
其
芳
は
、
「
特
務
文
学
」
と
し
て
、
も
う
一
例
、
陳
詮
「
野

リ
ン
ト
シ
チ
1

攻
魂
」
(
戯
曲
)
を
あ
げ
て
い
る
o

陳
詮
は
、
林
同
済
ら
と
と
も
に
雑
誌

リ
ウ
シ
ョ
ウ
ス
ン

『
戦
国
策
』
に
拠
っ
た
フ
ア
シ
ョ
的
な
文
芸
理
論
の
提
唱
者
。
劉
綬
松

「
申
国
新
文
学
史
初
稿
』
下
(
一
九
五
八
年
、
作
家
出
版
社
)
六
六
頁
参

昭…。

(
日
山
)
抗
戦
一
期
に
お
け
る
芸
術
至
上
主
義
的
な
文
芸
主
張
の
代
表
例
は
が
I

コ
ヲ
ン
チ
エ
ン

光
潜
「
文
塞
上
的
低
級
趣
味
」
、
「
文
芸
と
抗
戦
無
関
係
論
」
の
提
唱

リ
ヤ
シ
シ

1
チ
ウ

者
は
梁
実
秋
で
あ
る
。
『
中
国
新
文
学
史
初
稿
』
下
(
前
掲
)
六
二

l

六
四
頁
。

(
日
)
何
其
芳
「
評
「
天
国
春
秋
』
」
一
九
四
六
年
。
『
関
子
現
実
主
義
』
(
前

掲
)
所
収
。

(
ロ
)
一
九
五
一
年
再
版
、
中
外
出
版
社
。
汲
古
書
院
一
九
七
一
年
影
印
。

影
印
本
に
は
間
野
潜
龍
氏
の
「
解
題
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。

(
日
)
葉
子
銘
「
論
茅
盾
四
十
年
的
文
学
道
路
』
(
前
掲
)
一
四
四
頁
。

(

U

)

一
九
二
七
年
の
反
革
命
(
四
・
一
ニ
ク
ー
デ
タ
ー
)
の
と
き
に
い
わ

れ
た
こ
と
ば
。
一
般
に
、
「
院
」
用
事
変
」
は
、
「
四
・
一
一
こ
の
再
来
で
は

な
い
か
と
憂
慮
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
点
か
ら
も
、
『
腐
蝕
』
は
、
一
一
七
年
の

大
革
命
挫
折
の
体
験
を
も
と
に
し
た
『
蝕
』
と
、
一
つ
の
対
応
関
係
に
た

っ
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
一
月
十
九
日
の
章
に
、

N
が
窓
明
に
向
か

っ
て
「
限
史
は
く
り
か
え
す
と
い
う
人
も
い
る
し
、
大
き
な
敵
を
前
に
し

て
そ
ん
な
は
ず
は
な
い
と
い
う
人
も
い
る
け
れ
ど
、
あ
な
た
は
ど
う
思
っ

て
」
と
問
う
部
分
が
あ
る
。

(
お
)
「
論
加
強
批
評
工
作
」
「
暴
露
与
菰
刺
」
(
と
も
に
一
九
三
八
年
)
は
、

コ
矛
盾
評
論
集
』
第
五
集
(
前
掲
)
所
収
。
「
八
月
的
感
怨
」
(
一
九
三
八

年
)
は
、
問
書
、
第
二
集
所
収
。

(
日
山
)
北
京
師
範
大
学
中
文
系
現
代
文
学
教
改
小
組
編
「
中
国
現
代
文
学
史

参
考
資
料
』
第
二
巻
(
一
九
五
九
年
、
高
等
教
育
出
版
社
。
大
安
一
九
六

六
年
影
印
)
に
節
録
。

(
げ
〉
高
畠
穣
「
丁
玲
」
(
竹
内
好
・
岡
崎
俊
夫
編
『
現
代
中
国
の
作
家
た

ち
』
-
九
五
四
年
、
和
光
社
〉
で
は
「
告
白
性
」
「
告
白
的
発
想
」
、
北
岡

正
子
「
丁
玲
文
学
に
お
け
る
『
革
命
』
の
誕
生
」
(
「
東
洋
文
化
』
五
二
号
、

一
九
七
一
一
年
)
で
は
「
自
己
告
自
体
」
と
い
う
語
が
つ
か
わ
れ
て
い
る
。

(
日
〉
(

m

m

)

「
「
腐
蝕
』
後
記
」
(
一
九
五
四
年
)
。
『
茅
盾
文
集
』
第
五
巻

所
収
。

(
却
)
吉
田
富
夫
「
茅
盾
文
学
序
説

l
「
腐
蝕
』
を
中
心
と
し
て
」
(
『
中

国
文
学
報
』
第
十
二
冊
、
一
九
六

O
年)。

(
幻
)
何
其
芳
「
「
清
明
前
後
』
的
現
実
意
義
」
一
九
四
五
年
。
『
関
子
現
実

主
義
』
(
前
掲
)
所
収
。
毛
沢
東
「
関
子
打
退
第
二
次
反
共
高
潮
的
総
結
」

(
一
九
四
一
年
、
『
選
集
』
二
巻
)
に
よ
っ
て
い
る
。

市
内
y

ン
ホ
ウ
シ
ン

(
辺
)
黄
侯
輿
「
魯
迅
忠
怨
初
探
」
(
『
北
京
大
学
学
報
』
人
文
科
学
一
九

六
一
年
第
五
期
。
采
華
書
林
影
印
本
同
「
文
学
一
編
」
第
三
集
V

。
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チ
ユ
イ
チ
ウ

A
4

(
お
)
開
催
一
秋
白
「
『
魯
迅
雑
感
選
集
』
序
吾
一
ロ
」
一
九
三
コ
一
年
。
官
佳
一
枚
白
文

集
』
三
(
一
九
五
三
年
、
人
民
文
学
出
版
社
)
所
収
。

(
担
)
こ
の
考
え
方
に
は
、
魯
迅
の
「
写
在

H

墳
μ

後
面
」
に
一
万
さ
れ
た
思

想
に
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
さ
き
の
「
復
讐
」
の
考
え
は
、
「
孤
独
者
」

貌
遠
山
ス
の
そ
れ
に
通
ず
る
。

(
お
)
「
『
腐
蝕
』
後
記
」
(
前
掲
)
。

(
部
)
小
野
忍
「
卦
矛
盾
」
(
二
二
『
腐
蝕
』
〉
一
九
四
七
年
。
『
中
国
の
現
代
文

学
』
(
前
掲
)
所
収
。

(
幻
)
こ
の
こ
と
と
、
さ
き
に
述
べ
た
、
こ
の
作
品
に
お
い
て
、
な
ぜ
恵
明

が
特
務
の
境
涯
に
身
を
お
と
し
た
の
か
と
い
う
過
程
が
十
分
形
象
的
に
書

き
こ
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
と
関
係
が
あ
る
だ
ろ
う
。
主
人
公
の
更
生
を
考

え
ず
、
も
っ
ぱ
ら
主
人
公
の
暗
黒
と
滅
亡
を
も
っ
て
、
現
実
の
暗
黒
を
暴

露
せ
ん
と
意
図
す
る
場
合
に
、
そ
の
過
程
は
ぼ
か
さ
れ
て
い
て
も
か
ま
わ

な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
狂
人
日
記
』
に
お
い
て
、
主
人
公
が
ど
の

よ
う
な
過
程
を
経
て
狂
人
に
な
っ
た
か
が
ほ
と
ん
で
描
か
れ
ず
、
最
初
か

ら
狂
人
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
と
共
通
す
る
。

N
の
登
場
に
よ
っ
て
は
じ

め
て
、
そ
の
過
程
は
形
象
的
に
明
ら
か
と
な
っ
て
く
る
。
た
だ
相
違
点
は
、

越
恵
明
の
形
象
が
、
『
腐
蝕
』
に
お
い
て
は
、
後
半
へ
の
発
展
を
保
証
す

る
に
足
る
個
別
性
を
そ
な
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

(
お
)
「
無
題
」
(
『
茅
盾
文
集
」
第
十
巻
所
収
)
よ
り
節
引
。

(
m
m
)

上
田
進
・
横
田
瑞
穂
訳
編
「
ゴ

l
リ
キ

l
短
編
集
』
(
一
九
六
七
年
、

岩
波
文
庫
)
所
収
。

北
大
文
学
部
紀
要

(
劫
)
つ
ぎ
に
あ
げ
る
小
野
、
吉
田
両
氏
の
見
解
も
、
こ
の
茅
盾
の
、
主
人

公
の
紋
済
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
の
未
成
熟
を
、
一
面
か
ら
指
摘
し
た
も
の

で
あ
る
と
思
う
。

小
野
忍
氏
の
見
解
(
前
掲
「
茅
盾
」
一
二
、
『
腐
蝕
』
)
。

「
茅
盾
に
と
っ
て
は
小
昭
も
、

K
も
拝
も
、
そ
の
他
も
ろ
も
ろ
の
わ
る

も
の
ど
も
も
、
日
記
の
主
人
さ
え
も
、
現
実
暴
露
の
た
め
の
道
具
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
こ
に
は
現
実
打
開
の
方
途
も
理
惣
も
示
さ
れ
て
い
な
い
。

読
者
の
感
ず
る
も
の
は
暴
露
に
対
す
る
作
者
の
情
熱
で
あ
る
。
」

も
っ
と
も
、
こ
の
見
解
は
一
九
四
七
年
に
善
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ

の
後
一
九
六

O
年
に
書
か
れ
た
つ
ぎ
の
見
解
に
よ
っ
て
、
す
で
に
修
正
を

加
え
ら
れ
て
い
る
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

「
後
段
が
付
け
加
え
ら
れ
で
も
、
そ
れ
ほ
ど
不
自
然
な
感
じ
が
し
な
い

の
は
、
主
人
公
に
対
す
る
作
者
の
い
た
わ
り
が
全
篇
に
つ
ら
ぬ
か
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
作
中
人
物
の
感
情
と
作
者
の
そ
れ
と
が
重
な
り
あ
っ

て
い
る
と
前
に
い
っ
た
の
は
そ
の
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。
『
子
夜
』
が

『
調
べ
た
芸
術
』
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
『
腐
蝕
』
に
は
作
者
の
複
雑
な
感

1

情
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
o
」
(
同
氏
訳
『
腐
蝕
』
解
説
。
一
九

六
一
年
、
岩
波
文
庫
)

0

吉
田
富
夫
氏
の
見
解
(
前
掲
「
茅
盾
文
学
序
説
|
『
腐
蝕
』
を
中
心
と

し
て

l
」)。

「
明
ら
か
に
不
自
然
な
こ
う
し
た
数
句
(
二
月
九
日
深
夜
の
章
の
末
尾

ヴ
dqd 

の
数
句
を
指
す
1
1
i引
用
者
〉
を
作
品
の
一
結
末
近
く
に
わ
さ
わ
ざ
は
さ
ん



腐

:;::jJ:.込
日間

古車

で
、
恵
明
の
白
己
中
心
的
傾
向
の
存
在
を
読
者
に
気
附
か
せ
な
け
れ
ば
お

さ
ま
ら
む
か
つ
た
程
、
茅
盾
の
越
恵
切
に
対
す
る
エ
ゴ
イ
ズ
ム
決
定
論
は

動
か
し
が
た
い
も
の
で
あ
っ
た
o
」
「
い
ず
れ
に
し
て
も
、
前
半
部
と
後
半

部
と
を
つ
な
い
で
み
た
場
合
の
作
者
の
姿
勢
は
い
く
ら
か
あ
い
ま
い
で
あ

り
、
そ
の
こ
と
が
、
こ
の
小
説
の
読
後
感
を
多
少
損
う
こ
と
に
な
っ
て
い

テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て

る
の
は
惜
し
ま
れ
る
の
で
あ
る
」
o

(
幻
)
「
『
腐
蝕
』
後
記
」
(
前
掲
)
。

(
刊
記
)
木
山
英
雄
「
「
野
草
』
的
形
成
の
論
理
な
ら
び
に
方
法
に
つ
い
て
|
|

魯
迅
の
詩
と

H

哲
学
μ

の
時
代
1
|
|
」
(
「
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
一
一

十
冊
、
一
九
六
三
年
〉
。

「
『
茅
盾
文
集
」
第
五
巻
説
明
」
は
、
『
腐
蝕
』
の
最
初
の
単
行
木
に
つ
い
て
、

は
つ
ぎ
の
一
二
穫
を
参
照
し
た
。

ω『
腐
蝕
』
中
華
民
国
三
十
年
十
月
初
版
、
同
三
十
四
年
九
月
再
版
。
上
海
、
知
識
出
版
社
刊
。

ω「
腐
蝕
』
一
九
五
一
年
一
月
初
版
、
一
九
五
一
年
九
月
一
一
一
版
。
北
京
、
開
明
書
広
刊
。

ω『
茅
盾
文
集
』
第
五
巻
(
「
劫
後
拾
遺
』
と
併
収
)
。
一
九
五
八
年
八
月
北
京
第
一
版
。
人
民
文
学
出
版
社
。

※

ω、
向
は
同
内
容
。
同
は
若
干
語
句
の
訂
正
が
な
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
大
き
な
訂
正
は
、
旧
版
の
「
一
月
二
日
」
の
日
付
を
「
十
二
月
三
十
日
」

に
改
め
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
「
元
旦
晩
上
」
を
「
昨
晩
上
」
に
か
え
る
な
ど
手
直
し
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
後
半

の
執
筆
が
あ
る
程
度
あ
わ
た
だ
し
く
決
定
さ
れ
た
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
ま
た
い
く
つ
か
の
改
訂
個
所
は
、
つ
ぎ
の

ωに
注
記
さ
れ
て
い
る
。

一u腐
蝕
』
本
文
の
読
解
、
引
用
文
の
翻
訳
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
訳
書
に
ご
教
一
不
を
受
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

ω『
腐
蝕
』
、
小
野
忍
訳
。
一
九
六
一
年
二
月
、
岩
波
書
庖
刊
(
岩
波
文
庫
)
。

一
九
四
一
年
秋
、
上
海
華
夏
書
応
出
版
と
す
る
が
、
未
見
。
小
論
で
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